
12 月末現在 （前月比）
人　口 240,422 人（ 79 人減 ）
うち男 115,385 人（ 42 人減 ）
うち女 125,037 人（ 37 人減 ）
世帯数 104,915 世帯（ 31 世帯減 ）
出　生 180 人（ 31 人増 ）
死　亡 243 人 （ 12 人増 ）
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Ｍhttp://www.city.hachinohe.aomori.jp/m/

1 月 13 日、市体育館において、新成人となった市民
2,224 人（12 月末現在）のうち、1,965 人が出席して、
「平成 25 年八戸市成人式」が開催されました。
新成人の皆さんの八戸への想いは、28 ページからの
特集をご覧ください。
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23 年 3 月 11 日 16 時 43 分ごろ
猛烈な勢いで蕪島に押し寄せる津波（写真提供：磯島富雄氏）

問防災危機管理課 Ｔ 43・2147 ふ 45・0099

東日本大震災から間もなく 2 年が経過します。

震災による全国の死者は 1 万 5879 人、行方不明者は 2712 人（24 年 12 月 26 日警察庁発表）

となっており、多くの尊い命が奪われました。

津波から命を守るためには避難することが大切です。

日ごろから避難場所の確認や非常持出品の準備を行い、いざという時に備えましょう。

八戸市の主な被害
【人的被害】	 死　　亡　１人（岩手県内で死亡した八戸市民 4 人）
	 	 	 行方不明　１人（岩手県内で行方不明となった八戸市民 1 人）
	 	 	 重　　傷　18 人（うち 4 人は 23 年 4 月 7 日の余震による負傷者）
	 	 	 軽　　傷　52 人（うち 1 人は 23 年 4 月 7 日の余震による負傷者）

【建物被害】

【被害額】	 約 1212 億円

津波の恐ろしさを忘れない
～東日本大震災から２年～

住家 非住家（津波分） 計
全　　　壊 254 棟 347 棟 601 棟
大規模半壊 147 棟 261 棟 408 棟
半　　　壊 477 棟 538 棟 1,015 棟

計 878 棟 1,146 棟 2,024 棟
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３ 月 ７ 日 か ら 気 象 庁 発 表 の 津 波 警 報 が 変 わ り ま す

　東北地方太平洋沖地震による津波を踏まえ、３月７日木正午から、簡潔で避難行動に結びつく表現、情報
精度と発表タイミングを考慮した表現、重要事項が分かる表現に改善した津波警報等の運用を開始します。

■マグニチュード８を超える巨大地震の場合 
「巨大」という言葉を使った大津波警報で、非常事態であることを伝えます
▷東北地方太平洋沖地震のような巨大地震の場合は、正しい地震の規模をすぐには把握できないため、そ

の海域における最大級の津波を想定して、大津波警報や津波警報を発表します。
▷このとき、最初の津波警報では、予想される津波の高さを、「巨大」、「高い」という言葉で発表して非

常事態であることを伝えます。

■正確な地震の規模が分かった場合 
予想される津波の高さを、1m、3m、5m、10m、10m超の５段階で発表します
▷予想される津波の高さについて、被害との関係などを踏まえ、５段階に集約します。

▷発表値毎の予想される津波の高さと想定される被害。

問 青森地方気象台防災業務課 Ｔ 017・741・7413 Ｆ 017・741・7577
ホ http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/tsunamikeihou/index.html

警報・注意報
の分類

予想される津波の高さ
想定される被害

発表する値 高さの区分

大津波警報
10 ｍ超 10ｍ〜

木造家屋が全壊・流失し、人は津波による流れに巻き込まれる。10 ｍ 5ｍ～10ｍ
5 ｍ 3ｍ～5ｍ

津波警報 3 ｍ 1ｍ～3ｍ 標高の低い所では津波が襲い、浸水被害が発生する。人は津波の流れに巻き込まれる。
津波注意報 1 ｍ 20cm～1ｍ 海の中では人は速い流れに巻き込まれる。養殖いかだが流失し小型船舶が転覆する。

東日本大震災写真展
東日本大震災の市内の被災状況を撮影した写真を展示します。

期間　３月７日木～ 15 日金（12 日火は休館日）
時間　午前９時～午後９時（15 日金は午後５時まで）
場所　はっち１階はっちひろば

巨大地震の場合
（マグニチュード８を超える）

マグニチュード８以下、
正確な規模が判明した場合

発表する津波の高さ
とるべき行動警報・注意報

の分類

海の中にいる人は、ただちに海
から上がって、海岸から離れて
ください。

津波注意報 １ｍ

大津波警報 巨大
１０ｍ超
１０ｍ
５ｍ

津波警報 高い ３ｍ

沿 岸 部 や 川 沿 い に い る 人 は、 
ただちに高台や津波避難ビル 
など安全な場所へ避難してくだ
さい。

　「巨大」という言葉を見たり聞いたりしたら、東日本大震災クラスの津波が来ると思って、
直ちにより高い場所に避難しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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「バランスシート」は、市民の皆さんが利用する市の施設（財産）、市の所有する現金や債権、資産
形成のために投資された資金などがどのぐらいあるかを示したもので、資産・負債・純資産の三つの要
素から成り立っています。

資産 3,209 億円
市が所有している財産の内容と金額です。

【内訳】
▷公共資産
　道路、公園、学校、庁舎など

2,776 億円

▷投資など
　基金、出資金、長期延滞債権など

328 億円

▷流動資産
　現金・預金、財政調整基金、
　市税未収金など

105 億円

　（うち歳計現金 43 億円）

計 3,209 億円

計 3,209 億円

負債 1,109 億円
　借入金（地方債）や将来の職員の退職手当な
ど、 将来世代の負担で返済していく債務です。

純資産　 2,100 億円
　公共施設や基金などの資産のうち、すでに
支払いが済んでいる正味の資産です。

市では市民の皆さんにより詳しく財政状況を理解していただくために、「総務省方式
改訂モデル」を用いて財務諸表（バランスシート・行政コスト計算書・純資産変動計算書・
資金収支計算書）を作成しています。
市の財政状況を詳細に分析することにより、資産と負債の適切な管理を図り、より

効率的な財政運営を行っていきます。

平成 23 年度末現在　普通会計
バランスシート・行政コスト計算書・純資産変動計算書・資金収支計算書

問財政課Ｔ内線 169 Ｆ 47・0722

「財務諸表４表」を公表します

※ 普通会計
自治体間の財政比較のため用いら
れている会計区分です。

行政コスト
計算書

市の行政活動は、福祉や教育
などにおける人的サービスや給付
サービスの提供など、資産形成に
つながらない行政サービスが大き
な比重を占めています。「行政コ
スト計算書」は、そのためのコス
ト（原価・費用）がいくらかかっ
ているかを整理したものです。

23 年度の八戸市の 1 年間のコ
ストの総額は 798 億円となります。

経常行政コスト（Ａ） 798 億円
【内訳】
▷人にかかるコスト
　職員の給与など

101 億円

▷物にかかるコスト
　光熱水費、施設などの修繕費、各種委託料、減価償却費など

220 億円

▷移転支出的なコスト
　生活保護費などの社会保障費、各種補助金、繰出金など

460 億円

▷そのほかのコスト
　地方債の利子など

17 億円

経常収益（Ｂ） 28 億円

純経常行政コスト（Ａ）−（Ｂ）
経常行政コストから経常収益を差し引いた純粋な行政コスト

770 億円　行政コスト計算書の純
経常行政コストは、純資
産変動計算書の純経常行
政コストと一致します。

メモ

4
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市民 1 人あたりの
バランスシート

　市民 1 人あたり 133 万円の資産があり、その
資産形成のために、これから負担するお金が 46
万円で、今まで負担してきたお金が 87 万円であ
ることを意味します。
※24 年 3 月 31 日現在の住民基本台帳人口：
 　240,381 人を使用して算出しています。

バランスシート
前年度との比較

　資産の増の主なものは、有形固定資産が 36 億円、
財政調整基金・市債管理基金を合わせて 16 億円と
なっています。
　負債の減の主なものは、地方債が 7 億円、退職
手当引当金が 4 億円となっています。
　純資産の増の主なものは公共資産等整備一般財
源等が 86 億円となっています。

チェック！ チェック！

純資産変動
計算書

資金収支
計算書

「純資産変動計算書」は、市の純資産（正味の資産）が、23 年度中にどのよ
うに増減したかを示します。23 年度の市の純資産は公共資産の増加などにより
107 億円増加しています。

「資金収支計算書」は、市の現金の動きについて、どのような理由で増減してい
るかを性質別に区分して整理したものです。

23 年度の資金収支は 1 億円の黒字となり、現金の残高は 23 年度末時点で 43 億
円となっています。

資産
92 億円

負　債　△　15 億円

純資産　 　107 億円
資産

133 万円
負　債　46 万円

純資産　87 万円

期首（22 年度末）純資産残高 1,993 億円

当期変動高 107 億円
【内訳】

▷純経常行政コスト △ 770 億円
▷一般財源等 886 億円
▷そのほか △ 9 億円

期末（23年度末）純資産残高 2,100 億円

純
資
産
が
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期首（22 年度末）歳計現金残高 42 億円

当期収支 1 億円
【内訳】
▷経常的収支 219 億円
▷公共資産整備収支 △  58 億円
▷投資・財務的収支 △ 160 億円

期末（23 年度末）歳計現金残高 43 億円

純資産変動計算書の期末純
資産残高は、バランスシー
トの純資産と一致します。

メモ

資金収支計算書の期末
歳計現金残高は、バラ
ンスシートの歳計現金
と一致します。

メモ
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❷職員給与費 (23 年度普通会計決算）

職員数
（A）

給与費 1 人あたり
給与費

（B）/（A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

1,184 人 4,351,267 千円 756,383 千円 1,537,804 千円 6,645,454 千円 5,612 千円

※ 職員手当には、退職手当は含みません。

区分
八戸市 国

初任給 採用 2 年経過
給料額 初任給 採用 2 年経過

給料額

一般行政職
大学卒 172,200 円 184,200 円 172,200 円 184,200 円

高校卒 140,100 円 148,500 円 140,100 円 148,500 円

技能労務職 高校卒 137,200 円 145,500 円 − −

❹職員の初任給 (24 年 4 月 1 日現在）

❶人件費 (23 年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（24 年 3 月 31日） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B）/（A）
22 年度の人件費率

（参考）

239,630 人 104,558,384 千円 2,734,057 千円 10,721,364 千円 10.3% 11.7%

※ 人件費には、特別職の給料、報酬などや退職手当、共済費（保険料）を含みます。

■給与などの状況

区　分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

八戸市 305,300 円 360,702 円 39.6 歳 360,200 円 388,858 円 53.3 歳

国 304,944 円 372,900 円 42.8 歳 270,465 円 307,506 円 49.7 歳

青 森 県 339,300 円 410,456 円 43.6 歳 308,500 円 345,957 円 47.4 歳

❸職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢 (24 年 4 月 1 日現在）

ホ市トップ→八戸市について→ 職員採用・人事→給与・定員管理
市では、24 年度における職員の任免、職員数、給与、勤務時間そのほかの勤務条件、服務な

どの情報を「八戸市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき公表します。
先月号に引き続き、今号では、職員の給与および職員数（定員管理）の状況についてお知ら

せします。

八戸市職員の給与・定員管理の状況
問人事課 Ｔ内線 136、116 Ｆ 45・2077
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❺職員の経験年数別・学歴別平均給料月額 (24 年 4 月 1 日現在）

区　　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 265,143 円 307,141 円 370,984 円

高校卒 212,677 円 263,825 円 313,071 円

技能労務職 高校卒 − 293,700 円 −
※ 技能労務職の経験年数 10 年および 20 年は、該当者がありません。

❻一般行政職の級別職員数 (24 年 4 月 1 日現在）

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級
計

標準的な職務内容 主事 主査 主幹 副参事 課長 次長 部長

職員数 160 人 135 人 260 人 146 人 136 人 69 人 27 人 18 人 951 人

構成比 16.8％ 14.2％ 27.3％ 15.4％ 14.3％ 7.3％ 2.8％ 1.9％ 100.0％

1 年前の構成比（参考） 15.3％ 14.9％ 27.3％ 16.9％ 13.2％ 7.6％ 3.1％ 1.7％ 100.0％
※ 八戸市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※職員数は、一般行政職のみの人数で、税務職相当職、福祉職相当職、医療職、技能労務職、教育職、企業職

は含みません。

❼職員手当 (23 年度支給割合など）

区　分 八戸市 国

期末手当
勤勉手当

区分
支給割合

区　分
支給割合

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

  ６月期 1.225 月分 0.675 月分   6 月期 1.225 月分 0.675 月分

12 月期 1.375 月分 0.675 月分 12 月期 1.375 月分 0.675 月分

計 2.600 月分 1.350 月分 計 2.600 月分 1.350 月分

職制上の段階・職務の級などによる加算措置あり 職制上の段階・職務の級などによる加算措置あり

寒冷地
手当

区分 支給額 区分 支給額

世
帯
主

扶養親族あり 17,800 円 / 月 世
帯
主

扶養親族あり 17,800 円 / 月

扶養親族なし 10,200 円 / 月 扶養親族なし 10,200 円 / 月

そのほかの職員 7,360 円 / 月 そのほかの職員 7,360 円 / 月

※ 毎年 11 月から翌年 3 月までの支給です。 ※ 青森県内は全市町村 4 級地の支給額です。

退職手当

区分
支給割合

区分
支給割合

自己都合 定年 自己都合 定年

勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度額

23.50 月分
33.50 月分
47.50 月分
59.28 月分

30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分

勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度額

23.50 月分
33.50 月分
47.50 月分
59.28 月分

30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分

そのほかの
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2 ～ 20％加算）

そのほかの
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2 〜 20％加算）

1 人あたり
平均支給額 22,714 千円 −

※退職手当の支給率は 24 年 4 月 1 日現在のものです。また、1 人あたりの平均支給額は 23 年度に退職した
全職種の職員に支給された手当額の平均額です（病院・交通部除く）。
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区　　分 内　　　　　　容 国の制度との異同

扶養手当

 配偶者 13,000 円 / 月

同 じ
 配偶者以外

 1 人目
 配偶者がいる場合 6,500 円 / 月

 配偶者がいない場合 11,000 円 / 月

 2 人目以降 6,500 円 / 月

 16 〜 22 歳の子　1 人につき 5,000 円 / 月

住居手当  借家・借間  家賃に応じて 100 円～ 27,000 円 / 月 同じ

通勤手当
 交通機関利用（バス・電車など） 運賃相当額（最高限度額 55,000 円 / 月）

同じ
 交通用具利用（自家用車など）  距離に応じて 2,000 円〜 24,500 円 / 月

単身赴任手当  職員の住居と配偶者との住居の交通距離に応じて 23,000 円〜 68,000 円 / 月 同じ

地域手当
（東京都特別区に

在勤する職員に
支給される手当）

支給率（24 年度） 18%

支給職員数（24 年度） 2 人

国の制度（支給率）
（24 年度） 18%

支給職員 1 人あたりの平均
支給年額（23 年度決算） 798,012 円

時間外勤務手当
（市民病院・
交通部除く）

年度  支給総額
職員 1 人
あたりの
支給年額

23 389,494 千円 289 千円

22 387,984 千円 284 千円

（❼職員手当の続き）

特殊勤務手当

区　　　　分 全会計
（市民病院・交通部除く） 参考（普通会計）

 職員全体に占める手当支給職員の割合（23 年度） 11.8％ 11.3％

 支給職員 1 人あたり平均支給年額（23 年度決算） 148,778 円 50,856 円

 手当の種類（手当数）※24 年 4 月 1 日現在 11 種類 9 種類

代表的な　
手当の種類

支給額の多い手当 能率手当 清掃業務手当

多くの職員に支給されている手当
清掃業務手当
福祉業務手当

滞納整理等業務手当

清掃業務手当
福祉業務手当

滞納整理等業務手当

※市長・副市長の給料月額は、人件費抑制（特別職給料約８％
～ 10％減額）後の給料月額です。

※ 期末手当の支給割合は、23 年度における割合です。

区　分 給料（報酬）月額 期 末 手 当

市　長 1,021,000 円
（支給割合）

 6 月期 1.45 月分
12 月期 1.50 月分
    計    2.95 月分

 役職における加算措置あり

副市長    823,000 円

議　長    671,000 円

副議長    612,000 円

議　員    583,000 円

❽特別職の報酬など （24 年 4 月 1 日現在）

　市では、給与改定のほかに、次の
とおり 18 年 4 月から 22 年 3 月ま
で人件費の抑制を実施していました
が、26 年 3 月まで延長しています。

・特別職の給料を約８～ 10％減額
・一般職の管理職手当を約 5 ～ 7％
　減額

人件費の抑制状況
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　21 年 11 月に策定した定員適正化計画では、22 年度の職員数を基準に、23 年度から 27 年度までの 5 年間
で職員数を 91 人削減（22 年度比△ 6.6%）することとしています。
　24 年度の職員数は、4 月 1 日現在、1,336 人で、前年度と比較して 11 人の減となりました。
　今後とも住民サービスの低下を招かないことを基本としながら事務事業の見直しを進め、引き続き定員の適
正化に努めます。

❶定員適正化計画の数値目標および実績

区分
計画

前年度 計画期間の状況 計画
最終年 増減

(B)-(A)H21 H22（Ａ） H23 H24 H25 H26 H27（Ｂ）

計
画

計画職員数 
（4 月 1 日現在）1,388 人 1,377 人 1,355 人 1,344 人 1,322 人 1,302 人 1,286 人 △ 91 人（△ 6.6％）

対前年増減数 － △ 11 人 △ 22 人 △ 11 人 △ 22 人 △ 20 人 △ 16 人 －

実
績

現 員
（4 月 1 日現在） － 1,365 人 1,347 人 1,336 人 － － － －

計画との差 － △ 12 人 △ 8 人 △ 8 人 － － － －

※ 一般行政等の職員数（市民病院・交通部・後期高齢者医療広域連合派遣を除き、南郷診療所を含む）

■定員管理の状況

❷部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年 4 月 1 日現在）

区分
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
H23 H24

一般行政
部　　門

議　　会 14 人 14 人 0 人 ─

総　　務 289 人 290 人 1 人 震災復興事務体制の強化に伴う増

税　　務 92 人 92 人 0 人 ─

民　　生 141 人 137 人 △ 4 人 福祉施設への派遣職員引揚げに伴う減

衛　　生 139 人 138 人 △ 1 人 保健衛生業務の本庁一元化に伴う減

労　　働 5 人 5 人 0 人 ─

農林水産 58 人 58 人 0 人 ─

商　　工 43 人 41 人 △ 2 人 派遣研修の終了に伴う減

土　　木 193 人 193 人 0 人 ─

小　　計 974 人 968 人 △ 6 人

特別行政部門 教　　育 211 人 207 人 △ 4 人 東地区給食センター調理業務の委託に伴う減

公営企業等
会 計 部 門

病　　院 695 人 717 人 22 人 市民病院の診療体制の強化に伴う増

水　　道 0 人 0 人 0 人 ─

交　　通 75 人 72 人 △ 3 人 経営合理化に伴う減

下 水 道 70 人 68 人 △ 2 人 災害派遣職員の他部門移管に伴う減

そ の 他 86 人 87 人 1 人 後期高齢者医療事務体制の強化に伴う増

小　　計 926 人 944 人 18 人

合計 2,111 人 2,119 人 8 人
※ 職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する派遣職員などを含みます。
　臨時または非常勤職員は含みません。また、表中「病院」区分の職員数は、市民病院と南郷診療所の合計人数です。
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25 年 4 月 1 日　ダイヤ改正
〜81 年目の市営バス〜

問運輸管理課Ｔ 25・5141 Ｆ 25・5146 ホ市トップ→市営バス

中心街

根城小学校前

八戸ニュータウン

東白山台
（白山台公民館）

白山台中学校前
（新設）

グランドサンピア八戸

（各方面から）

田面木
（日赤病院）

根城
（博物館）

聖ウルスラ学院

南田面木
（新設）

運 行 経 路　八戸ニュータウンや田面木～根城付近の沿線の施設を
往来しやすくするため、八戸ニュータウンと聖ウルスラ
学院を結ぶ循環線を運行します。この循環線化に伴い、
中心街から八戸ニュータウン方面への最終便の時刻を繰
り下げます。
例）中心街（六日町）発（平日）
　　現　行 20:50（東白山台経由）
　　改正後 21:40（田面木・聖ウルスラ学院経由循環）
　また、聖ウルスラ学院と八戸ニュータウン間に「白山
台中学校前」、「南田面木」停留所を新設します。

1  八戸ニュータウン線と高専線がつながります

中心街（八日町）

ラピア

ピアドゥ
イトーヨーカドー前

左回り

シンフォニー
プラザ

本八戸駅
150円均一
（小人80円）

運 行 経 路　これまで、市内循環線は右回りのみの運行でしたが、
実験的に、左回りの運行をします（土曜・日祝日ダイヤ
限定。一日 16 本運行）。
　この左回りの運行により、中心街や郊外商業施設間の
回遊性が高まり、さらに利便性が高まります。
※中心街、ラピア、シンフォニープラザなどでは、従来

の右回りとは乗降停留所が異なりますのでご注意くだ
さい。

2  市内循環線（左回り）を実験的に運行します

▷南高校線
　八戸南高校が 24 年度末で閉校となりますが、鮫地区沿線住民の通学・通勤をはじめとした利用実態にあ
わせ、利便性を損なうことのないように、運行本数・経路を見直します。
▷美保野線
八戸学院大学（現八戸大学）、八戸学院短期大学の講義時間に合わせ、運行本数を増便します。
増便する主な運行時刻（平日）：本八戸駅（9:33）～中心街（八日町）（9:39）～旭ヶ丘営業所（9:55）～工業大学前（10:04）

～八戸学院大学（10:12）

４  南高校線、美保野線の運行本数を見直します

重地
新井田
西三丁目

新井田
西二丁目

新井田
中町

対泉院前
（廃止）

新
井
田
畑
中（
新
設
）

運 行 経 路　新井田西地区から中心街方面へのアクセスを容易
にするため、運行経路を見直します。
　この見直しにより、「対泉院前」停留所を廃止しま
す。代替停留所は「新井田西二丁目」停留所となり
ます。
　また、「新井田畑中」停留所を新設します。
運行経路：旭ヶ丘営業所～旭ヶ丘団地～中町～新井田

～新井田西二丁目～重地～セメント前～上柳町～中
心街（～聖ウルスラ学院）

3  旭ヶ丘、高専線のセメント前〜上柳町経由中心街方面行きの運行経路を
　 見直します
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7  「ポケットフレンド」の無料配布
　４月１日改正版の手帳式市営バス時刻表を無料配布します。
配布開始日：3 月 22 日金
配布場所：各定期券販売所（旭ヶ丘営業所、はっち・チーノ・ラピア各インフォメーション、はちのへ総合

観光プラザ）、各回数券販売所、市庁本館別館案内

8  時刻表 FAX サービス
　各バス停やホームページで掲載している時刻表を FAX により無料でお届けします。希望のバス停名称と
その方面、FAX 番号、電話番号をお知らせください。
配布開始日：3 月 22 日金
受 付 日 時：月～金（祝を除く）午前 8 時 15 分～午後 5 時（FAX での申し込みは 24 時間受け付け）
※ 時刻表はご希望により、旭ヶ丘営業所の定期券販売窓口でも配布します。
モト 旭ヶ丘営業所 Ｔ 25・5141 Ｆ 25・5146

9  通学定期券の販売
　市内の高校などで通学定期券の購入予約の受け付けと販売を行います。
　通学 1 年定期は、58％も割引になる定期券で、現在行っている路線バス上限運賃化実証実験により、大変
お得です。同様に 1 か月や 3 か月、6 か月定期券も安くなっています（一部例外あり）。また、通学定期券
は通学だけでなく塾へ通う場合も購入できます。詳しくは、運輸管理課へお問い合わせください。

【出張販売を行う学校】
八戸高校、八戸東高校、八戸北高校、八戸商業高校、
八戸工大第一高校、八戸工大第二高校
対象：新入生
定期券の種類：1 か月、3 か月、6 か月、1 年
※入学説明会当日に予約を受け、入学式当日に代金

と引き替えで定期券をお渡しします。
【学校事務局で販売を行う学校】
千葉学園高校、向陵高校、八戸聖ウルスラ学院高校・
中学校、専門学校アレック情報ビジネス学院
対象：新入生、在校生
定期券の種類：1 年
※代金の支払い方法については、各学校事務局にお

問い合わせください。

5  多賀台団地線　旭ヶ丘営業所～多賀台団地直通運行（八太郎経由）
　旭ヶ丘営業所、市民病院方面からの多賀台団地方面への直通運行を行います。
　この直通運行により、市民病院や沿線商業施設から、八太郎、多賀台団地方面への利便性が高まります。
　また、多賀台団地、八太郎方面からの市民病院、旭ヶ丘営業所方面への運行本数を増便します。
運行経路：旭ヶ丘営業所～市民病院～中心街～本八戸駅～八太郎～三菱製紙前～多賀台団地

6  停留所の新設・廃止・名称変更
①新設				   ②廃止				   ③名称変更
▷白山台中学校前		  ▷対泉院前			   ▷旧南高校前（南高校前から変更）
▷南田面木							       ▷八戸学院大学（八戸大学から変更）
▷新井田畑中

インターネット・携帯電話での時刻表検索
各バス停の時刻表の検索ができます。
ダイヤ改正案内開始　3 月 22 日金

携帯電話用アドレス・QR コード
http://loca.city.hachinohe.aomori.jp/m/
パソコン用アドレス
http://www.city.hachinohe.aomori.jp/bus/

路線バス上限運賃化実証実験実施中！ 路線バス上限運賃化実証実験実施中！
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　現在、「ほっとスルメール」では、緊急情報・気象情報・防犯
情報などを配信していますが、このたび災害や避難情報などに
ついて、外国籍住民の皆さん向けに、英語・やさしい日本語で
の情報配信を開始します。
※やさしい日本語とは普通の日本語よりも簡単で、外国人の皆
さんにも分かりやすい日本語です。

モト市民連携推進課Ｔ 43・9257 Ｆ 47・1485

英語・やさしい日本語の
外国人用「ほっとスルメール」
３月 25 日月スタート !

Hachinohe city will provide disaster prevention information 
email in English and Easy Japanese starting March 25th !

モト市民連携推進課　国際交流グループ
　　Ｔ 43・9257 Ｆ 47・1485 Ｅ renkei@city.hachinohe.aomori.jp

Hachinohe city will start providing disaster prevention information via email to PCs and mobile-
phones in English and Easy Japanese for foreign residents.
※Easy Japanese （Yasashii Nihongo, やさしい日本語）:Simplified Japanese easier for foreigners to 
understand than Regular Japanese.

メール配信開始 ３月 25 日月

登 録 受 付 開 始 ２月 22 日金〜

料金 登録料および情報利用料は無料です。ただし、通信料は利用者の負担となります。

配信される情報

①気象情報の一部の津波情報、避難情報（日本語とやさしい日本語と英語で配信）
②緊急情報（避難勧告、避難所情報、地震情報、警報・注意報など。英語または

やさしい日本語で配信）
③ライフライン情報
　（電気・ガス・水道に関する情報。英語またはやさしい日本語で配信）
④火災情報（日本語で希望者のみに配信）

登録できる人 希望者はどなたでも登録できます。

Start of email services March 25th (Mon)
Start of registration February 22th (Fri) 〜

Price
There is no cost for registration or monthly usage fees. 
However, the user must pay for the communication fees when 
receiving an email.

Information you 
will receive

Disaster prevention and emergency information regarding 
tsunamis, evacuations, earthquakes, warnings and advisories.

Who can register Anyone who applies.

【Inquires and applications】〶 031-8686 Hachinohe Uchimaru 1-1-1
Citizen Collaboration Promotions Section   International Relations Group
Ｔ 43-9257 Ｆ 47-1485  E-mail renkei@city.hachinohe.aomori.jp
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消費生活センター
だより 2013

　市では 23 年度から、市内の福祉施設職員
やボランティア団体を対象に、悪質商法や多
重債務といった消費者トラブルを未然に防
ぐために地域で啓発活動を行う「啓発員」を
養成する講座を行っています。
　今回の消費生活センターだよりでは、養成
講座を修了した啓発員の地域での活動のよ
うすを紹介します。

開 設 日　月～金（祝・年末年始除く）
受付時間　午前 8 時 15 分～午後 5 時
相談方法　消費生活センター（市庁別館 5 階商工政策課内）へ

お越しいただくか、Ｔ 43・9216 へ
※E メールや FAX での相談は受け付けていません。

在宅介護支援センター担当地区（大館、東）
の町内回覧用の新聞を作成し、その中で悪質商
法対策の記事を掲載し注意喚起しました。

地域の介護予防教室の参加者に対し、「訪問販
売」をテーマにした寸劇のほか、断り方の「替え
歌」を披露しました。

実 施 日　24 年 7 月 21 日
実施場所　特別養護老人ホームサンシャイン
　　　　　（東白山台二丁目）

実 施 日　24 年 11 月 27 日
実施場所　諏訪荘（諏訪一丁目）

施設の行事である
「第 10 回サンシャイ
ン夏祭り」で、職員
による「訪問販売」を
テーマにした寸劇を
行い、困ったときは
消費生活センターに
相談するよう、来場
者に呼びかけました。｢ 訪問販売 ｣ 寸劇のようす

替え歌を披露しているようす
実 施 日　24 年 6 月 24 日
実施場所　ケアプラザさざなみ（小中野八丁目）

施設の行事である
「第 2 回さざなみ地域
交流祭」で「オレオレ
詐欺」や「訪問販売」
をテーマにした寸劇を
行いました。また、高
齢者が被害に遭わない
よう地域で見守りをし
ていくよう来場者へ呼
びかけました。｢ オレオレ詐欺 ｣ 寸劇のようす

作成した新聞

～悪質商法、多重債務、その他消費者トラブル～ご相談ください！

まずはお気軽に
ご相談ください

ケアプラザ 福寿草 特別養護老人ホーム サンシャイン

八戸婦人ボランティア いちいの会ケアプラザ さざなみ

問商工政策課
　Ｔ 43・9524 Ｆ 43・2256
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ク
エ
ア

内
容　

触
っ
て
！
見
て
！
学
ぶ
！
体
験

学
習
お
よ
び
技
術
・
研
究
パ
ネ
ル
展
示

問
市
民
向
け
防
災
教
育
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
（
八
戸
工
業
大
学　

金
子
）

　

Ｔ
25
・
８
０
６
６
Ｆ
25
・
５
０
１
８

Ｅkaneko@
hi-tech.ac.jp

家
庭
菜
園
講
習
会

「
春
・
夏
の
野
菜
づ
く
り
」

日
時　

３
月
３
日
日
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

農
業
経
営
振
興
セ
ン
タ
ー

内
容　

種
苗
の
選
び
方
、
種
ま
き
、
植

付
け
、
栽
培
管
理
、
施
肥
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
（
家
庭
菜
園
初
心
者
向
け
）

定
員　

80
人

も
と
３
月
１
日
金
ま
で
に
農
業
経
営
振

興
セ
ン
タ
ー
へ

　
Ｔ
27
・
９
１
６
３
Ｆ
27
・
９
１
６
６

Ｅnokei@
city.hachinohe.aom

ori.jp

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
活
用
学
習
会

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ

防
災
・
減
災
・
復
興
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
の
た
め
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
３
日
日

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　

白
銀
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

定
員　

１
０
０
人

内
容　

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
み

る
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

の
視
聴
、
講
演
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
非
常
食
の
試
食
な
ど

講
演
会
講
師　

相あ
い
か
わ川
康や

す
こ子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
政

策
研
究
所
専
務
理
事
・
主
任
研
究
員
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

小お

さ

な

い

山
内
世せ

き

こ

喜
子
氏
（
青
森
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
副
館
長
）

申
込
期
限　

３
月
２
日
土

※
託
児
あ
り
（
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
）

も
と

▽
学
習
会
に
つ
い
て

　

白
銀
公
民
館
Ｔ
Ｆ
33
・
１
６
３
３

▽
学
習
会
・
託
児
に
つ
い
て

　

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

Ｔ
０
１
７
・
７
３
２
・
１
０
８
５

　

Ｆ
０
１
７
・
７
３
２
・
１
０
７
３

　

催
し

　

催
し

　

催
し

　

催
し

ひ
と
り
親
家
庭
の
小
学
校
入
学
を
祝
う
会

日
時　

３
月
10
日
日

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
は
ち
ふ
く
プ

ラ
ザ
ね
じ
ょ
う
」

内
容　

母
子
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の
講

話
、
会
食
、
ゲ
ー
ム
（
記
念
品
あ
り
）

14

市 庁 代 表
Ｔ 43・2111
Ｆ 45・2077
ホ http://www.city.

hachinohe.aomori.jp 

■おしらせの見方
申 申し込み
問 問い合わせ
モト 申し込み・問い合わせ
ホ ホームページ　
Ｅ E メールアドレス

■注意事項
○料金の記載のないものは、すべ

て無料です。

○ ｢ Ｔ内線 ｣ とある場合は、まず
市庁の代表番号（Ｔ 43・2111）
におかけのうえ、内線番号をお
伝えください。

○市庁の開庁時間

▽平日：午前 8 時 15 分〜午後 5 時
※ 市民課の一部窓口は午後 6 時まで
※収納課窓口（収納業務、納税相

談）も午後 6 時まで（月・金のみ）

▽休日：土の午前 8 時 15 分〜正午
　市民課の一部窓口

○市庁への郵便は、郵便番号（〶
031・8686）と課名のみで届き
ます。

3 月の お し ら せ

モト申込期間の平日午前 9 時～午後 5 時に受講料を添えて、八戸地域職業訓練センター（類家
二丁目 7-40）へ（先着順・定員になり次第締切）※電話申込の場合、3 日以内に受講料の
支払いがない場合はキャンセル扱い。　ＴＦ 46・3360ホ http://www.hads.ac.jp 

ワード初級コース ワード初級コース エクセル初級コース 建築 CAD 基礎コース

期　間 4 月 1 日月～26 日金
毎週月～金の20日間

4月1日月〜5月31日金
祝除く毎週月水金の24日間

４月１日月～26日金
毎週月～金の20日間

4 月 2 日火〜 5 月 2 日木
毎週火木の 10 日間

時　間 13:30 ～ 16:30 18:30 〜 21:00 9:00 ～ 12:00 18:00 〜 21:00
定　員 ２０人 20 人 20 人 16人（入力・マウス操作ができる人）

受講料 12,000 円
（別にテキスト代 3,350 円）

12,000 円
（別にテキスト代 3,350 円）

12,000 円
（別にテキスト代 3,350 円）

6,000 円
（別にテキスト代 3,360 円）

窓口申込 3 月 19 日火～ 27 日水 3 月 19 日火〜 27 日水 3 月 19日火～ 27日水 3 月 12 日火〜 21 日木

電話申込 3 月 19 日火～ 25 日月 3 月 19 日火〜 25 日月 3 月 19日火～ 25日月 3 月 12 日火〜 18 日月

職業訓練センター
受講者募集
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対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
で
、
今
年
４
月
に

小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
と
そ
の
親

申
３
月
４
日
月
ま
で
に
八
戸
市
母
子
寡

婦
福
祉
会
へ

　

Ｔ
Ｆ
27
・
３
８
７
６
（
前
田
）

　
Ｔ
Ｆ
44
・
６
３
２
４
（
中
村
）

問
こ
ど
も
家
庭
課

　

Ｔ
43
・
９
３
４
２
Ｆ
43
・
２
４
４
２

第
52
回
八
戸
フ
ァ
ン
タ
ジ
ィ

八
戸
市
文
化
協
会
芸
能
部
所
属
の
41

団
体
が
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日
時　

３
月
２
日
土
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　

３
月
３
日
日
午
前
９
時
30
分
～

場
所　

公
会
堂

入
場
料
（
２
日
間
利
用
可
能
）

　

前
売
１
０
０
０
円
・
当
日
１
５
０
０
円

問
八
戸
市
文
化
協
会
Ｔ
Ｆ
43
・
１
１
４
９

　

公
会
堂

　

Ｔ
44
・
７
１
７
１
Ｆ
44
・
７
１
７
６

ス
ウ
ィ
ン
グ
ベ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ　

コ
ン
サ
ー
ト

南
郷
文
化
ホ
ー
ル
を
拠
点
に
活
動
し

て
い
る
ス
ウ
ィ
ン
グ
ベ
リ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
心
地
よ
い
ジ
ャ
ズ
の

サ
ウ
ン
ド
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
24
日
日
午
後
１
時
30
分
～

場
所　

南
郷
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料
（
全
席
自
由
）

▽
一
般　

１
０
０
０
円

▽
高
校
生
以
下　

無
料
（
要
整
理
券
）

問
南
郷
文
化
ホ
ー
ル

　
Ｔ
60
・
８
０
８
０
Ｆ
60
・
８
０
８
１

Let's eat 

八
戸
い
ち
ご
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時　

３
月
16
日
土
午
前
11
時
～
正
午

場
所　

は
っ
ち
１
階
は
っ
ち
ひ
ろ
ば

対
象　

八
戸
い
ち
ご
に
関
心
の
あ
る
人

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

【
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
「
八
戸
い
ち
ご
の
お
い
し

さ
の
秘
密
と
そ
の
生
産
に
つ
い
て
探
る
」】

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

三み
う
ら浦
由ゆ

き

こ

起
子
氏

（
Ｂ
ｅ
Ｆ
Ｍ　

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）

パ
ネ
リ
ス
ト　

下し
も
だ田
尚な

お
こ子
氏（
ナ
ギ
サ
カ
フェ

主
宰
）、石い

し
だ田
和か

ず
ゆ
き幸
氏
（
い
ち
ご
生
産
者
）

【
八
戸
い
ち
ご
の
ふ
わ
ふ
わ
ム
ー
ス
を

食
べ
よ
う
】

八
戸
い
ち
ご
を
使
用
し
た
ふ
わ
ふ
わ

ム
ー
ス
の
試
食
と
レ
シ
ピ
紹
介

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー　

下
田
尚
子
氏
、
三
浦

由
起
子
氏

※
市
川
地
区
で
生
産
さ
れ
た
「
八
戸

い
ち
ご
」
の
直
売
を
会
場
で
午
前
10

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
に
行
い
ま

す
。（
限
定
１
６
０
パ
ッ
ク
）

も
と
３
月
15
日
金
ま
で
に
農
業
経
営
振

興
セ
ン
タ
ー
へ

　

Ｔ
27
・
９
１
６
３
Ｆ
27
・
９
１
６
６

「
ト
ー
キ
ン
グ
カ
フ
ェ
」
開
催

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を

活い

か
し
て
地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
各
分
野
・
各
業
界
で
活
躍
す
る
女
性

の
皆
さ
ん
と
市
長
と
の
意
見
交
換
会
で
す
。

日
時　

３
月
20
日
水
祝

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
15
分

場
所　

は
っ
ち
１
階
は
っ
ち
ひ
ろ
ば

テ
ー
マ　
（
仮
）
三
陸
復
興
国
立
公
園

指
定
を
活
か
す

内
容　

今
年
５
月
、
種
差
海
岸
が
「
三

陸
復
興
国
立
公
園
」
に
指
定
さ
れ
る
の

を
受
け
、
観
光
・
食
・
文
化
な
ど
へ
の

活
用
法
や
Ｐ
Ｒ
方
法
、
八
戸
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト
（
五
十
音
順
）　

木き

む

ら村

真ま

い

こ

衣
子
氏
（
武
輪
水
産
㈱
）、
高た

か
は
し橋

瑛え
い
こ子
氏
（
環
境
省
八
戸
自
然
保
護
官

事
務
所
）、
竹た

け
う
ち内
喜き

み美
氏
（
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ

東
北
八
戸
支
店
）、
八
戸
市
長

定
員　

50
人　
（
申
し
込
み
不
要
）

問
市
民
連
携
推
進
課

　

Ｔ
43
・
９
２
１
７
Ｆ
47
・
１
４
８
５

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
う
み
の
は
な
し
」
展
示

美
術
家
安あ

き岐
理り

か加
さ
ん
が
、
八
戸
の

海
と
街
と
の
関
係
を
映
像
や
造
形
作
品

に
し
た
ア
ー
ト
展
を
中
心
街
の
空
き
店

舗
で
開
催
し
ま
す
。

期
間　

３
月
９
日
土
〜
17
日
日

場
所　

三
日
町
Ａ
Ｘ
Ｉ
Ｓ
ビ
ル
1
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ
か

【
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
】

日
時　

３
月
８
日
金
午
後
６
時
30
分
〜

場
所　

三
日
町
中
央
ビ
ル
１
階

問
ま
ち
づ
く
り
文
化
推
進
室

　

Ｔ
43
・
９
１
５
６
Ｆ
41
・
２
３
０
２

市
民
の
森
不
習
岳
写
真
展

豊
か
な
自
然
に
あ
ふ
れ
る
市
民
の
森
の
風

景
、
イ
ベン
ト
な
ど
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

３
月
18
日
月
〜
28
日
木

場
所　

市
庁
本
館
１
階
市
民
ホ
ー
ル

問
農
林
畜
産
課

　

Ｔ
43
・
９
０
５
２
Ｆ
46
・
５
６
９
７

　

募
集

　

募
集

　

募
集

　

募
集

元
気
応
援
！
お
得ト

ク

ー
ポ
ン

協
働
事
業
者
の
募
集

市
と
協
働
事
業
者
と
な
り
、
施
設
の

優
待
ク
ー
ポ
ン
を
提
供
し
て
く
れ
る
事

業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容　

市
民
の
健
診
受
診
の
促
進

を
図
り
、
心
身
の
健
康
維
持
活
動
と
の

出
会
い
を
提
供
す
る
き
っ
か
け
を
作

る
目
的
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の

心
身
の
健
康
を
応
援
す
る
施
設
の
優

待
ク
ー
ポ
ン
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　

３
月
４
日
月

も
と
国
保
年
金
課

　
Ｔ
43
・
９
３
７
６
Ｆ
44
・
９
１
０
６

Ｅkokuho@
city.hachinohe.aom

ori.jp

休日納税相談
日時　3 月 24 日日
　　　午前 9 時〜午後 4 時
場所　収納課

夜間納税相談
日時 3 月 7 日木、26 日火午後 5 時〜 7 時 30 分
※ 毎週月と金は午後 6 時まで（祝を除く）
場所　収納課
問収納課 Ｔ 43・9173、43・9174、43・9175 Ｆ 47・0753

広 告

「広報はちのへ」への
掲載広告を募集しています

この枠は２号広告サイズです
掲載料：80,000 円

お問い合わせ
広報統計課
Ｔ 43-9317
Ｆ 47-1485
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農作業体験学習会参加者募集
　畑での野外活動を中心に、じゃがいも、にんじ
んなどの野菜の種まき・植付け、栽培管理、収穫、
調理実習などを体験します。
期間　4 月 21 日日から 8 月上旬まで

対象　子供会など小学生を含む団体
　　　※ 保護者の参加が必要です。
定員　30 人程度（申し込み多数の場合は抽選）
場所　農業経営振興センター

モト 3 月 4 日月～ 25 日月（土日祝除く）に農業経営振興
　　センターへ Ｔ 27・9163 Ｆ 27・9166

老
人
ク
ラ
ブ
へ
加
入
し
ま
せ
ん
か

現
在
、
市
内
約
２
０
０
の
老
人
ク
ラ

ブ
で
約
７
５
０
０
人
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
仲
間
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
老
人
ク

ラ
ブ
を
新
た
に
結
成
す
る
に
は
、
60
歳

以
上
の
会
員
が
30
人
以
上
必
要
で
す
。

主
な
活
動　

▽
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
の
健
康
づ
く
り
活
動
▽
環
境
美
化
、

友
愛
訪
問
な
ど
の
社
会
奉
仕
活
動
▽

健
康
教
室
や
交
通
安
全
教
室
な
ど
の

教
養
講
座
▽
芸
能
大
会
、
作
品
展
、

コ
ー
ラ
ス
、
菊
づ
く
り
、
旅
行
な
ど

の
趣
味
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン　

ほ
か

問
八
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
総

合
福
祉
会
館
「
は
ち
ふ
く
プ
ラ
ザ
ね

じ
ょ
う
」
内
）
Ｔ
Ｆ
46
・
０
７
７
７

　

高
齢
福
祉
課

　

Ｔ
43
・
９
１
０
４
Ｆ
43
・
２
４
４
２

テ
ク
ノ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
八
戸
（
賃
貸

型
事
業
施
設
）
入
居
企
業
募
集

テ
ク
ノ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
八
戸
は
、
八

戸
北
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
内
に
あ
る
賃

貸
型
事
業
施
設
で
、
新
製
品
の
試
作
・

組
立
・
小
規
模
生
産
向
け
の
工
場
タ
イ

プ
お
よ
び
試
作
開
発
タ
イ
プ
の
計
６
棟

７
区
画
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

募
集
区
画　

２
区
画

（
２
４
４
～
２
９
４
㎡
）

募
集
業
種　

製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

賃
料　

月
額
28
万
１
８
２
０
円
～

33
万
９
５
７
０
円
（
税
込
）

助
成
制
度　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
、
市
の
賃
料
補
助
制
度
（
４
分
の

１
～
８
分
の
１
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
産
業
振
興
課

　

Ｔ
43
・
９
０
４
８
Ｆ
43
・
２
２
５
６

　
（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構　

東
北
本
部

　

Ｔ
０
２
２
・
３
９
９
・
９
０
５
８

　

Ｆ
０
２
２
・
７
１
６
・
１
７
５
２

ホhttp://w
w

w
.sm

rj.go.jp/site/instit/

　

project/tohoku/004353.htm
l

第
25
回
八
戸
市
景
観
賞

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集
中

応
募
資
格

▽
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人

▽
市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

▽
八
戸
市
に
ゆ
か
り
、
愛
着
の
あ
る
人 

作
品
条
件　

次
の
す
べ
て
の
事
項
を
含

め
る
こ
と

▽
タ
イ
ト
ル
「
第
25
回
八
戸
市
景
観
賞
」

▽
応
募
締
切
「
７
月
31
日 

水
曜
日
」

▽
問
い
合
わ
せ
先
「
八
戸
市
景
観
賞
事

務
局
（
八
戸
市
ま
ち
づ
く
り
文
化
推

進
室
内
）
Ｔ
43
・
９
４
２
５
」

※
内
容
が
変
わ
ら
な
い
限
り
自
由
に
変

更
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

（
例
）「
第
25
回
八
戸
市
景
観
賞
」
→

「
25
th
八
戸
市
景
観
賞
」

申
５
月
10
日
金
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

に
、
応
募
用
紙
か
任
意
の
用
紙
に
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
会
社
・
学
校
名
、

コ
メ
ン
ト
（
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

な
ど
）
を
記
入
し
、
作
品
を
郵
送
か

ま
ち
づ
く
り
文
化
推
進
室
へ
持
参

※
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合
は
併

せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
文
化
推
進
室

　

Ｔ
43
・
９
４
２
５
Ｆ
41
・
２
３
０
２

ホ
ト
ッ
プ
→
ま
ち
づ
く
り
→
八
戸
の
景

観
→
八
戸
市
景
観
賞

Ｅm
achi@

city.hachinohe.aom
ori.jp

消
費
生
活
相
談
員
募
集

定
員　

１
人
（
非
常
勤
特
別
職
）

業
務
内
容　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

や
苦
情
処
理
な
ど

勤
務
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市

庁
別
館
５
階
）

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
月

応
募
条
件　

①
消
費
生
活
専
門
相
談
員
、

※直接、申込受付窓口でお申し込みください。電話・FAX・E メー
ルでの受け付けは行なっていません。

申込期間
3 月 18 日月〜

25 日月

市民農園をご利用ください

八戸市市民農園 島守舘農園（南郷区）

場所 尻内町字毛合清水 29 南郷区大字島守字舘 22-1

募集
区画数

250 区画（1 区画 33 ㎡）
  10 区画（1 区画 99 ㎡） 8 区画（1 区画 25 ㎡）

利用
期間 ４月下旬から 11 月中旬

４月下旬から 11 月中旬
（継続利用の場合は

最終年の 11 月中旬まで）

使用
料金

１区画 33 ㎡：2,500 円 / 区画
１区画 99 ㎡：7,500 円 / 区画 2,000 円 / 区画

利
用
申
し
込
み

受付
時間

月〜金：午前 8 時 30 分〜午後 5 時
土日祝：午前 9 時〜午後４時　　　

受付
場所

▷農業経営振興センター
▷農政課、農林畜産課
　市庁別館 5 階
　（月〜金のみ）

▷南郷朝もやの館総合情報
館（月を除く）

▷農政課、農林畜産課、
　南郷区役所地域振興課
　（月〜金のみ）

そのほか
▷職員やボランティアによ

る休日の巡回指導（年 8 回）
▷栽培方法などの相談受付

　最長 5 年間継続して
　同一区画を利用可

問 い
合 わ せ

農業経営振興センター
（尻内町字毛合清水 29）
Ｔ 27・9163
Ｆ 27・9166

南郷朝もやの館総合情報館
（月除く）

（南郷区大字島守字古坊 61-1）
Ｔ 80・8088 Ｆ 80・8017

対象
八戸市民で

1 世帯 1 区画
［抽選］
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消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
消
費
生

活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
い
ず
れ
か
の
資

格
を
有
す
る
人
、
も
し
く
は
消
費
生

活
相
談
に
関
し
、
知
識
と
熱
意
の
あ

る
人
②
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
人

応
募
方
法　

３
月
８
日
金
ま
で
（
必
着
）

に
、
次
の
書
類
を
提
出

▽
履
歴
書　

市
販
の
用
紙
で
写
真
を
貼

付
し
た
も
の

▽
小
論
文　

テ
ー
マ
は
「
私
が
消
費
生

活
相
談
員
を
目
指
す
理
由
」。
市
販
の

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚
以
内

▽
資
格
証
の
写
し
（
応
募
条
件
①
の
資

格
を
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

選
考
方
法　

▽
第
１
次
選
考　

履
歴
書
・
小
論
文

▽
第
２
次
選
考　

面
接
（
第
１
次
選
考

合
格
者
の
み
３
月
中
旬
の
予
定
）

も
と
商
工
政
策
課

　

Ｔ
43
・
９
５
２
４
Ｆ
43
・
２
２
５
６

各
種
協
議
会
等
の
委
員
募
集

対
象　

市
内
在
住
で
、
市
が
主
催
す
る

審
議
会
な
ど
の
委
員
を
３
つ
以
上
兼

務
し
て
い
な
い
人

報
酬　

１
回
の
出
席
に
つ
き
８
８
０
０

円
（
税
込
）

決
定
方
法　

書
類
選
考
（
必
要
に
応
じ

て
面
接
あ
り
）

申
込
書　

担
当
課
の
ほ
か
、
市
庁
本
館
・

別
館
案
内
、
南
郷
区
役
所
、
各
公
民
館・

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

【
八
戸
市
青
少
年
問
題
協
議
会
】

定
員　

２
人
以
内

対
象　

青
少
年
の
指
導
、
育
成
、
保
護

お
よ
び
矯
正
に
関
し
、
知
識
、
経
験
、

関
心
の
あ
る
人

任
期　

２
年
（
５
月
～
27
年
５
月
）

※
会
議
は
年
２
回
程
度
開
催

も
と
３
月
15
日
金
～
４
月
５
日
金
に
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

送
、
E
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
教
育
指

導
課
へ

　

Ｔ
内
線
４
５
７
Ｆ
47
・
４
９
９
７

Ｅshido@
city.hachinohe.aom

ori.jp

【
八
戸
市
景
観
審
議
会
】

定
員　

２
人
以
内

任
期　

２
年
間
（
６
月
〜
27
年
５
月
）

※
会
議
は
年
４
回
程
度
開
催

も
と
４
月
15
日
月
ま
で
に
、
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
E
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
ま
ち
づ

く
り
文
化
推
進
室
へ

　

Ｔ
43
・
９
４
２
５
Ｆ
41
・
２
３
０
２

Ｅm
achi@

city.hachinohe.aom
ori.jp

【
中
心
市
街
地
に
ぎ
わ
い
形
成
事
業

検
討
委
員
会
】

定
員　

１
人
以
内

任
期　

２
年
間
（
５
月
〜
27
年
４
月
）

※
会
議
は
年
５
回
程
度
開
催

も
と
４
月
15
日
月
ま
で
に
、
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
E
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
ま
ち
づ

く
り
文
化
推
進
室
へ

　
Ｔ
43
・
９
４
２
５
Ｆ
41
・
２
３
０
２

Ｅm
achi@

city.hachinohe.aom
ori.jp

【
八
戸
市
地
域
保
健
医
療
対
策
協
議
会
】

定
員　

２
人
以
内

任
期　

２
年
（
６
月
～
27
年
３
月
）

※
会
議
は
年
２
回
程
度
開
催

も
と
３
月
19
日
火
ま
で
に
、
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、「
八
戸
市
の

保
健
や
医
療
」
に
対
す
る
意
見
・
提

案
な
ど
を
５
０
０
字
以
内
の
文
章
に

ま
と
め
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
E
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
健
康
増
進
課
へ

　

Ｔ
内
線
２
９
０
Ｆ
47
・
０
７
４
５

Ｅkenko@
city.hachinohe.aom

ori.jp

　

暮
ら
し

　

暮
ら
し

　

暮
ら
し

　

暮
ら
し

交
通
災
害
共
済
窓
口
受
付
時
間
延
長

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
窓
口
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
８
時
15
分
～
午
後
６
時

実
施
期
間　

３
月
１
日
金
～
29
日
金

（
土
日
祝
を
除
く
）

実
施
場
所　

防
犯
交
通
安
全
課

【
交
通
災
害
共
済
に
加
入
す
る
に
は
】

会
費　

１
人
年
額
３
５
０
円

（
１
人
１
口
限
り
）

共
済
期
間　

４
月
１
日
月
（
ま
た
は
加

入
し
た
日
）
～
26
年
３
月
31
日
月

申
込
書　

防
犯
交
通
安
全
課
、
南
郷
区

役
所
市
民
生
活
課
、
各
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布

申
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
会
費
を
添
え
て
窓
口
へ

問
防
犯
交
通
安
全
課

　
Ｔ
43
・
９
２
１
８
Ｆ
45
・
０
０
９
９

八
戸
市
身
体
障
害
者
更
生
館
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

障
が
い
の
あ
る
人
や
家
族
な
ど
か
ら

の
相
談
を
聞
き
、
各
種
情
報
提
供
な
ど

を
総
合
的
に
行
い
、
地
域
で
の
生
活
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
生
活

力
を
高
め
る
支
援
と
し
て
、
研
修
会
・

交
流
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

問
更
生
館

　
Ｔ
44
・
９
１
０
０
Ｆ
44
・
９
３
８
２

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

25
年
１
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
藤ふ

じ
た田
眞ま

さ

こ

佐
子
氏
（
再
任
）

▽
本ほ

ん
ど
う堂
勝か

つ
こ子
氏
（
再
任
）

▽
藤ふ

じ
た田
久く

み美
氏
（
再
任
）

問
市
民
相
談
室
Ｔ
内
線
１
４
９

選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
決
定

委
員
長　

野の
ざ
か坂
哲さ

と
し

氏

同
職
務
代
理
者　

福ふ
く
し
ま島
正ま

さ
と
し敏
氏

委
員　

三み
う
ら浦
辰た

つ
お男
氏
・
赤あ

か
ざ
わ澤
榮え

い
じ治
氏

就
任
月
日　

24
年
12
月
22
日
（
委
員
長
・

同
職
務
代
理
者
は
12
月
25
日
）

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

Ｔ
43
・
９
１
６
７
Ｆ
45
・
３
３
３
９

気象・火災・防犯・交通安全・消費生活・感染症・ライフラインなどの、地域の安全・安心情報を、
携帯電話などに電子メールでお知らせします。ＱＲコードを読み取り、何も入力しないメール（空
メール）をお送りいただくか、下記ＵＲＬよりご登録ください。

「ほっとスルメール」のご案内

携帯電話用 URL　https://anshin.city.hachinohe.aomori.jp/mobile
※ 迷惑メール設定をしている人は、ドメイン「anshin.city.hachinohe.aomori.jp」のメールが受信できるよう設定してください。

問防災危機管理課Ｔ 43・9225 Ｆ 45・0099

広 告
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ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
安
全
を

確
か
め
ま
し
ょ
う

過
去
の
地
震
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や

石
造
塀
な
ど
の
倒
壊
で
、
多
く
の
人
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
倒
れ
た
塀
が
道

路
を
ふ
さ
ぎ
、
避
難
や
救
助
・
消
火
活
動

を
妨
げ
る
結
果
に
も
な
り
ま
し
た
。
一
見

安
全
そ
う
で
も
、
基
準
に
満
た
な
い
危
険

な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、

点
検
を
行
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

※
特
に
、通
学
路
に
接
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
は
、
保
守
・
点
検
を
行
い
、

責
任
を
持
っ
て
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

問
建
築
指
導
課

　
Ｔ
43
・
９
１
３
７
Ｆ
41
・
２
３
０
２

山
火
事
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

春
先
は
農
作
業
や
山
菜
採
り
な
ど
、

山
林
周
辺
で
火
を
扱
う
機
会
が
多
く
な

る
時
期
で
す
。
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
、

森
林
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

▽
枯
れ
草
の
近
く
な
ど
、
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
た
き
火
を
し
な
い
。

▽
た
き
火
や
野
焼
き
を
す
る
と
き
は
周

囲
に
も
知
ら
せ
、
一
人
で
行
わ
な
い
。

▽
強
風
時
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
時

は
、
た
き
火
や
野
焼
き
を
し
な
い
。

▽
た
ば
こ
の
火
は
確
実
に
消
す
。

▽
火
遊
び
は
し
な
い
。

問
農
林
畜
産
課

　

Ｔ
43
・
９
０
５
２
Ｆ
46
・
５
６
９
７ 

　

健
康

　

健
康

　

健
康

　

健
康

認
可
外
保
育
施
設
の
保
育
料
を

一
部
助
成
し
ま
す

認
可
外
保
育
施
設
に
入
所
し
て
い
る

第
３
子
以
降
の
児
童
の
保
護
者
に
対
し

て
、
保
育
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

保
育
料
助
成
対
象
施
設
と
し
て

県
の
認
定
を
受
け
て
い
る
認
可
外
保

育
施
設
に
第
３
子
以
降
の
児
童
を
入

所
さ
せ
て
い
る
保
護
者

助
成
額　

こ
ど
も
の
年
齢
や
保
護
者
世

帯
の
税
額
に
よ
り
決
定

助
成
時
期　

申
請
し
た
月
の
保
育
料
か
ら

も
と
こ
ど
も
家
庭
課

　
Ｔ
43
・
９
０
９
４
Ｆ
43
・
２
４
４
２

豊
崎
児
童
館
移
転
お
よ
び
臨
時
休
館

豊
崎
児
童
館
は
、
24
年
度
末
で
廃
園
と

な
る
市
立
豊
崎
幼
稚
園（
豊
崎
小
学
校
隣
）

の
場
所
へ
、
25
年
度
か
ら
移
転
し
ま
す
。

な
お
、
移
転
に
伴
う
作
業
の
た
め
、

次
の
期
間
臨
時
休
館
し
ま
す
。

休
館
期
間　

３
月
23
日
土
～
30
日
土

問
こ
ど
も
家
庭
課

　

Ｔ
43
・
９
３
４
２
Ｆ
43
・
２
４
４
２

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

受
託
医
療
機
関
の
追
加

▽
国
民
健
康
保
険
お
い
ら
せ
病
院

　
（
上
北
郡
お
い
ら
せ
町
上
明
堂

Ｔ
52
・
３
１
１
１
）

問
健
康
増
進
課

　
Ｔ
内
線
５
６
７
Ｆ
47
・
０
７
４
５

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
の

接
種
間
隔
の
変
更

市
で
接
種
費
用
を
全
額
助
成
し
て
い

る
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
の
接
種

間
隔
が
、「
初
回
接
種
終
了
か
ら
概
ね
１

年
後
」
か
ら
「
初
回
接
種
終
了
後
７
～
13

か
月
の
間
」
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

特
例
措
置
と
し
て
、
３
月
31
日
日
ま

で
は
、
初
回
接
種
終
了
後
13
か
月
を
超

え
て
も
無
料
で
追
加
接
種
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
13
か
月
を
超
え
る
人
は
、
期
間

内
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
接
種
費
用
助
成
制
度
は
３
月

31
日
で
終
了
で
す
。
４
月
以
降
の
制
度
は

未
定
で
す
が
、
新
た
な
制
度
が
始
ま
っ
た

場
合
、
追
加
接
種
は
初
回
接
種
終
了
後
13

か
月
を
超
え
る
と
有
料
に
な
り
ま
す
。

問
健
康
増
進
課

　

Ｔ
内
線
５
５
０
Ｆ
47
・
０
７
４
５

生
活
に
お
困
り
の
人
は
ご
相
談
を

病
気
や
け
が
な
ど
で
生
活
費
・
医
療

費
な
ど
に
困
っ
た
場
合
、
社
会
保
障
制

度
に
よ
る
救
済
措
置
の
ひ
と
つ
に
「
生

活
保
護
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

生
活
保
護
は
、
最
低
限
度
の
生
活
を

保
障
し
な
が
ら
、
一
日
も
早
く
自
立
で

き
る
よ
う
に
、
国
の
定
め
る
保
護
基
準

に
従
い
支
援
す
る
制
度
で
す
。

日
常
の
生
活
の
中
で
経
済
的
に
お
困

り
の
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
近

く
の
民
生
委
員
ま
た
は
生
活
福
祉
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
生
活
福
祉
課

　
Ｔ
内
線
２
６
９
Ｆ
43
・
２
２
８
５

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
の

支
給
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費

問八戸年金事務所Ｔ 43・7369 Ｆ 45・9329
　国保年金課 Ｔ 43・9079 Ｆ 44・9106

付加年金 国民年金基金

加入
できる人

▷国民年金第 1 号被保
険者（国民年金の保
険料を納めている人）

▷ 65 歳までの任意加入
被保険者

国民年金第 1 号被保険
者（20 歳以上 60 歳未満・
国民年金の保険料を納
めている人）

保険料・
掛金 月額 400 円

加入時の年齢、選択す
る年金のタイプ・口数に
よって決まります。

受け取る
年金額

納めた月数×200 円を毎年
受け取ることができます。

年金のタイプや加入口数
を選択して年金額を自由
に設計できます。

手続き・
問い合わせ

▷八戸年金事務所
▷国保年金課 7 番窓口

青森県国民年金基金
Ｔ 0120・65・4192

～国民年金加入の皆さんへ～

老齢基礎年金に上乗せして ､ より多くの年金を受けるこ
とができる制度に、付加年金と国民年金基金があります。

より多くの年金を受けたい人に
付 加 年 金 と 国 民 年 金 基 金

※付加年金と国民年金基金は、同時に加入することはでき
ません。

未熟児養育医療費と育成医療費の申請窓口が八戸市に変わります
　これまで八戸保健所が申請
窓口となっていた未熟児養育
医療費と育成医療費について
4 月 1 日から市の担当課が申
請窓口になります。

未熟児養育医療費 育成医療費
対象 八戸市内に住所がある人

変更に伴う
手続きなど

不要（4 月1日からの養育医療券を
4 月初旬に郵送します）

不要（4 月1日からの受給者証を
　4 月初旬に郵送します）

申請窓口（担当課） こども家庭課Ｔ 43・9428 Ｆ 43・2442 障がい福祉課Ｔ 43・9106 Ｆ 22・4810
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と
は
、
医
療
費
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

費
の
ど
ち
ら
も
負
担
が
あ
り
、
1
年
間

の
合
計
が
高
額
に
な
る
世
帯
に
対
し
、

所
得
な
ど
に
応
じ
た
限
度
額
を
超
え
た

分
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
申
請　

支
給
を
受
け
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
23
年
度
分
（
23
年
８
月

～
24
年
７
月
）
の
支
給
の
要
件
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
２
月
下

旬
に
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
を
お
送

り
し
ま
す
。
お
知
ら
せ
が
届
い
た
人
は

次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
以
外
の
医
療
保
険

加
入
者
に
は
、
お
知
ら
せ
が
送
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
各
医
療
保
険
者
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

申
請
に
必
要
な
も
の　

対
象
者
の
医
療

保
険
と
介
護
保
険
の
保
険
証
、
は
ん

こ
（
認
印
）、
振
込
先
と
な
る
預
貯

金
通
帳
（
対
象
者
全
員
分
）

支
給
額　

８
月
～
翌
年
７
月
に
か
か
っ

た
保
険
適
用
分
の
医
療
費
・
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己
負
担
額
（
高
額
療

養
費
お
よ
び
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

を
受
給
し
て
も
な
お
残
る
自
己
負
担

額
）
を
合
算
し
、
次
の
表
の
所
得
な
ど

に
応
じ
た
限
度
額
を
超
え
た
分
が
支

給
対
象
額
と
な
り
ま
す
。

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

問
国
保
年
金
課

　

▽
国
保
加
入
者

　

Ｔ
内
線
２
９
６
Ｆ
44
・
９
１
０
６

　

▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　

Ｔ
内
線
２
８
２
Ｆ
44
・
９
１
０
６

　

介
護
保
険
課

　

Ｔ
内
線
５
７
２
Ｆ
47
・
０
７
３
２

中
学
校
卒
業
遺
児
の
保
護
者
に
祝
金

３
月
に
中
学
校
を
卒
業
す
る
遺
児
と

同
一
生
計
に
あ
る
保
護
者
に
、
祝
金
を

支
給
し
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
生
徒

▽
父
か
母
ま
た
は
両
親
と
も
、
亡
く
な
っ

て
い
る
▽
父
か
母
ま
た
は
両
親
と
も
、

生
死
が
引
き
続
き
３
か
月
以
上
不
明

▽
父
か
母
ま
た
は
両
親
か
ら
、
１
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
▽
父
か
母
ま
た

は
両
親
と
も
、
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
▽
父
か
母
ま
た
は
両
親
と
も
、
心

身
の
障
が
い
に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ

て
労
働
力
を
失
っ
て
い
る

支
給
額　

遺
児
１
人
に
つ
き
１
万
円

持
ち
物　

保
護
者
の
は
ん
こ
、
保
護
者

名
義
の
預
金
通
帳
、
対
象
と
な
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
書
類
（
児
童
扶
養
手
当

証
書
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給

資
格
証
、
遺
族
年
金
証
書
、
障
害
年
金

証
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

支
給
予
定
日　

４
月
30
日
火

申
請
期
間　

３
月
１
日
金
～
31
日
日

（
土
日
祝
を
除
く
。
23
日
土
、24
日
日
、

30
日
土
、
31
日
日
は
受
け
付
け
）

も
と
こ
ど
も
家
庭
課

　

Ｔ
43･

９
４
２
８
Ｆ
43
・
２
４
４
２

　

税

　

税

　

税

　

税
24
年
分
確
定
申
告
の
納
期
限
・
振
替
日

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

※
振
替
納
税
の
申
し
込
み
は
、「
預
貯
金

口
座
振
替
依
頼
書
」（
税
務
署
、
金
融

機
関
で
配
布
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
八
戸
税
務
署
Ｔ
43
・
０
１
４
１

（
音
声
案
内
２
番
を
選
択
）

介護保険料・後期高齢者医療保険料（第 9 期）
3 月は介護保険料・後期高齢者医療保険料第 9 期の納期です。
納付通知書が届いた人は、忘れずに納期限（4 月 1 日月）までに納めましょう。
問 介護保険料について…介護保険課Ｔ 43・9285 Ｆ 47・0732
　 後期高齢者医療保険料について…国保年金課Ｔ 43・9065 Ｆ 44・9106

保険料の納付には
便利で安全
納め忘れのない
口座振替が
おすすめです。

所得区分

後期高齢者医療
制度加入世帯

および
70~74 歳の
国保加入世帯

70 歳未満の
国保加入

世帯

現役並み所得者
（上位所得者） 67 万円 126 万円

一　般 56 万円 67 万円
低所得者
（住民税

非課税世帯）

Ⅱ 31 万円
34 万円

Ⅰ 19 万円
※ 24 年 7 月 31 日時点の所得区分の限度額

を適用します。
※限度額を超えた分が 500 円以下の場合

は支給対象となりません。

税の種類 納期限
振替日
（振替納税
の場合）

申告所得税 3/15 金 4/22 月

消費税および
地方消費税

（個人事業者）
4/  1 月 4/24 水

贈与税 3/15 金

〈お願い〉
振替納税を利用している人は、事前
に預貯金残高を確認してください。

24 年 7 月 31日時点で
加入している医療保険

国民健康
保険

後期高齢者
医療制度

合算
対象者

同じ世帯の
国保加入者

同じ世帯の後
期高齢者医療
制度加入者

申請受付
窓口

国保年金課
⑨番窓口

国保年金課
⑪番窓口

対象　スポーツ・文化・ボランティア活動などを
行う 5 人以上の団体

保険期間　4 月 1 日月午前 0 時〜
26 年 3 月 31 日月午後 12 時

※ 4 月 1 日以降の申し込みは、加入手続きを行った
翌日午前 0 時から有効

申込受付開始日　3 月 1 日金〜

万一のけがや事故に備えて、加入しませんか？

スポーツ安全保険
（傷害保険＋賠償責任保険＋突然死葬祭費用）

小さな掛金・大きな補償！ 補償内容
▷団体活動中の事故（学校管理下を除く）
▷団体活動への往復の移動中の事故
　（自動車運転中の事故は、賠償責任保険の対象外）
※詳しくはスポーツ健康課および各体育施設に設置

のパンフレットおよび申込書をご覧ください。
掛け金　１人年額 800 円～ 11,000 円（団体活動内

容、年齢構成、補償内容に応じて異なります）
申申込書に必要事項を記入し、指定金融機関へ
問㈶スポーツ安全協会青森県支部
　Ｔ 017・782・6984
　Ｆ 017・766・7899
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市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は

３
月
15
日
金
ま
で

期
間　
３
月
15
日
金
ま
で（
土
日
祝
を
除
く
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

公
会
堂
文
化
ホ
ー
ル
１
階
講
義
室

問
住
民
税
課

　

Ｔ
内
線
１
７
９
Ｆ
45
・
６
７
３
７

軽
自
動
車
の
名
義
な
ど
の

変
更
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
な
ど
に
課
税
さ

れ
る
軽
自
動
車
税
の
納
税
義
務
者
は
、
４

月
１
日
現
在
の
所
有
者
で
す
。
こ
れ
ら
を

取
得
・
譲
渡
・
処
分
・
紛
失
ま
た
は
盗
難

に
あ
っ
た
と
き
、
所
有
者
が
死
亡
・
転
出

し
た
と
き
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

問
住
民
税
課

　

Ｔ
内
線
１
８
２
Ｆ
45
・
６
７
３
７

自
動
車
の
名
義
変
更
・
廃
車
手
続
き

お
よ
び
車
検
は
お
早
め
に

３
月
は
、
名
義
変
更
・
廃
車
・
住
所
変

更
な
ど
の
窓
口
が
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
３
月
上
旬
ま
で
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
継
続
検
査
（
車

検
）
は
１
か
月
前
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
早
め
の
受
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
窓
口
受
付
時
間　

午
前
８
時
45
分
～

正
午
、午
後
１
時
～
４
時（
土
日
祝
を
除
く
）

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

愛
車
の
住
所
変
更
も
忘
れ
ず
に

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
４
月
１
日

に
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
に

送
付
し
ま
す
。
す
ぐ
に
変
更
登
録
の
手
続

き
が
で
き
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
地
域

県
民
局
県
税
部
に
連
絡
す
る
か
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
付
可
）、
市
民
課
窓
口
に

あ
る
変
更
届
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管
理
課

　

Ｔ
27
・
５
１
１
１
内
線
２
０
５

　

Ｆ
27
・
３
８
１
７

　八戸市納税コールセンターは、市税、国保税について、
電話による納税案内や口座振替の加入依頼を行っていま
す。平日の日中のほか、平日夜間、休日も業務を行って
います。

　当センターでは、還付金などの案内やＡＴＭの操作を
お願いすることはありませんので、不審な電話がありまし
たら、収納課へ確認してください。

八戸市納税コールセンター開設中

問収納課Ｔ 43・9174 Ｆ 47・0753

軽自動車などの
種類 届け出先

▷原動機付自転車
 （125 ㏄以下）
▷小型特殊自動車

▷住民税課
▷南郷区役所市民生活課
▷各市民サービスセンター

軽二輪（125 ㏄超～
250 ㏄以下）

軽自動車協会八戸支所
Ｔ 51・2560 Ｆ 51・2561

軽自動車（三・四輪） 軽自動車検査協会八戸支所
Ｔ 21・2135 Ｆ 21・2136

二輪の小型自動車
（250 ㏄超）

八戸自動車検査登録事務所
Ｔ 050・5540・2009
Ｆ 20・4115

手続き内容 問い合わせ先
車検証の
 ▷移転登録
 　（名義変更）
 ▷抹消登録（廃車）
 ▷変更登録
　（住所変更）
継続検査（車検）

東北運輸局
青森運輸
支局

テレフォンサービス（情報案内）
Ｔ 050・5540・2008 Ｆ 017・739・1505
ホ http://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/am/am-index.htm

八戸自動車
検査登録
事務所

テレフォンサービス（情報案内）
Ｔ 050・5540・2009 Ｆ 20・4115

ユーザー車検予約 自動車
検査法人

ホパソコン　http://www.navi.go.jp
　携帯電話　http://www.navi.go.jp/m/
自動車検査予約ヘルプデスクＴ 0570・030・330

自動車税の住所変更
三八地域
県民局県税部
納税管理課

Ｔ 27・5111 内線 205 ～ 207 Ｆ 27・3817
ホ http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/top.html

問健康増進課Ｔ 43・9184 Ｆ 47・0745

　むし歯や歯周病は、むし歯菌や歯周病菌で起こる「感
染症」ですが、不健康な習慣が原因となって発症する「生
活習慣病」とも言えます。また、単なる口の中の病気に
とどまらず、全身の健康に影響を及ぼします。
　歯周病は、はじめは自覚症状がなく、痛みや腫れの症
状が出てくるのは進行してからです。

①規則正しい生活でからだの免疫力を高めましょう
②間食は時間を決めて、糖分の多いものは控えましょう
③たばこは吸わない。受動喫煙にも注意をしましょう
④深酒は、つい歯みがきを忘れがちに。適度な飲酒を

心がけましょう
⑤からだの病気はむし歯菌や歯周病菌に感染しやすくな

ります。病気がある人はきちんと治療をしましょう
⑥ストレスは万病の元です。ためこまない工夫をしま

しょう
⑦きちんと磨けているか、週に１回は口の中を観察して

みましょう
⑧１日１回は時間をかけた歯みがきをして歯垢をきれい

に落としましょう
⑨フッ素入りの歯みがき剤を使い、歯質を強くしましょう
⑩歯みがきの指導を定期的に受けて、むし歯や歯周病を

予防しましょう。また、歯周疾患検診を活用しましょう

健 康 チ ャ ン ネ ル 歯周病予防で健
け ん こ う

口力アップ !!
健康はちのへ 21健康はちのへ 21

むし歯や歯周病をよせつけない生活習慣

＜８０２０（ハチマルニーマル）運動＞
　固い物をかめる人ほど、元気に暮らせることがわ
かっています。食事をおいしく味わい、栄養をきちん
とからだに吸収するためには、「よくかむ」ことがと
ても大切です。かむことはからだとこころに多くの健
康効果をもたらしてくれます。厚生労働省と日本歯科
医師会は、むし歯や歯周病を予防して 80 歳で自分
の歯を20本以上残そうという「8020（ハチマルニー
マル）運動」を呼びかけています。 ※ 歯周疾患検診について詳しくはわが家の健康カレンダーをご覧ください。

めざそう !
80 歳で 20本 !!

　まずは、むし歯や歯周病をよせつ
けない生活習慣をこころがけ、健口
力アップを目指しましょう。
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3 月の公会堂・公会堂文化ホール・南郷文化ホールの催し
公会堂 Ｔ 44・7171 Ｆ 44・7176
日 曜 催　　し　　物 開演時間 入場料金（円）

2 土
第 52 回八戸ファンタジィ

13:30 1,000
（当日 1,500）3 日   9:30

24 日 花とおどり 11:00 指定席 2,000
自由席 1,300

日 曜 催　　し　　物 開演時間 入場料金（円）

1 金
エレクトーン 3 大プレーヤー
夢の競演～スパークリング　
フューチャー

18:30 3,000
（当日 3,500）

9 土
みんなで学ぼう災害に強いまちづ
くり～東日本大震災から 2 年～ 13:30 無　料

10 日 スタッカートの会音楽会 13:00 無　料

17 日 八戸工業大学第二高等学校
吹奏楽部　第 11 回定期演奏会

14:00 無　料

26 火
民音落語会
三
さんゆうてい 

遊亭好
こうらく

楽・三
さんゆうてい

遊亭王
おうらく

楽
親子会

① 14:00
② 18:30 3,800

30 土 ミュージックランドピアノ発表会 9:45 無　料

Ｔ 45・1511 Ｆ 44・7176公会堂文化ホール

日 曜 催　　し　　物 開演時間 入場料金（円）

24 日
スウィングベリー・ジャズ・オー
ケストラ　コンサート 13:30 一般  1,000

高以下無料

30 土 ピアノ・エレクトーン発表会 14:30 無　料

Ｔ 60・8080 Ｆ 60・8081南郷文化ホール

※ 主催者の都合により変更になる場合があります。
　会員制などの催しについては、掲載していません。

公会堂ホール休館のお知らせ
工事のため、公会堂ホールは、

3月 4日月から 15日金まで休館します。

■休日の窓口開設日および開設時間
　3 月 23 日土、24 日日、30 日土、31 日日

　午前 8 時 15 分〜午後 5 時
　市民課と国保年金課に限り、以下の日時も利用できます。
　3 月 2 日土、9 日土、16 日土、4 月 6 日土、13 日土、

20 日土、27 日土　午前 8 時 15 分～正午
■開設する窓口と取り扱い業務
市民課（市庁本館 1 階 Ｔ 43・9192 Ｆ 46・1517）

　 ▷住所変更に関する届出▷戸籍に関する届出▷印
鑑登録▷住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄
抄本の交付

国保年金課（市庁本館 1 階 Ｔ 43・9487 Ｆ 44・9106）
　▷国民健康保険および国民年金の資格取得喪失関

係の届出▷国民年金保険料免除申請

学校教育課（市庁本館５階 Ｔ 43・9457 Ｆ 45・2141）

　 ▷就学（転校・新入学など）に関する業務
健康増進課（市庁別館２階 Ｔ 43・9271 Ｆ 47・0745）
　▷母子健康手帳の交付▷乳幼児ハンドブックの交

付▷妊婦委託健康診査受診票の交付
こども家庭課（市庁別館２階 Ｔ 43・9342 Ｆ 43・2442）
　▷ひとり親家庭等医療費申請▷乳幼児等医療費申請▷児

童手当・児童扶養手当の認定請求および諸届出▷保育所
の入退所申請▷遺児弔意金申請▷遺児卒業祝金申請

※他市町村への確認が必要な業務では、後日再度お越しいた
だく場合もあります。

※窓口開設は、本庁のみです（南郷区役所、各市民サービス
センターでは、受け付けしません）。

※窓口で本人確認を行う業務もありますので、運転免許証な
どの本人確認書類をお持ちください。

３月と４月は、休日も各種届出を受け付けます
進学、就職、転勤などで住所異動の多い３月と４月の土曜日、日曜日に住所異動などに関連する各窓口

を開設します。平日の届け出が困難な人はご利用ください。

3 月中旬から市民課に窓口番号案内表示システムを導入します
　市では、窓口改革の一環として、市民課窓口での受付から交
付までを同一の番号で管理し、呼び出す人の番号をモニター表
示するシステムを導入します。このシステムでは、各受付窓口
の待ち人数も表示されるので、これまでより待ち時間が分かり
やすくなります。
　市民課では、このシステムのほかに窓口案内係の導入など、
市民サービスの向上に努めています。

問市民課 Ｔ 43・9192 Ｆ 46・1517

毎月 10 日は「イカの日」～八戸のイカを食べよう !! ～
　例年、第三魚市場には三陸沖で捕れた「アカイカ」が水揚げされます。お刺身で
食べることはなく、イカ天やさきいかなどの原料に利用されています。
　３月 10 日の「イカの日」には、アカイカの加工品を食べてみなイカ？
問水産振興課Ｔ 33・2115 Ｆ 33・2117
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人と人とのつながりが、安全・安心で住みやすい
地域づくりの第一歩です。日ごろからの地域でのつな
がりが、いざという時に大きな力を発揮します。

町内会活動に参加しよう！

問市民連携推進課Ｔ 43・9182 Ｆ 47・1485

～住み良い地域づくりのために～
町内会の
主な活動

防災・防犯
活動

防犯灯の
維持・管理

子ども会
活動

環境美化
活動

ゴミ集積所の
維持・管理

　㈶自治総合センターでは宝くじの社会貢献広報事業として、コミュニティ
活動備品や集会施設の整備など、町内会などの活動に対して助成を行い、地
域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発
展と住民福祉の向上に貢献しています。24 年度は 8 団体に助成しており、
そのうち４団体の事業の概要を紹介します。

〜コミュニティ助成事業のご紹介〜
宝くじの社会貢献広報事業

問市民連携推進課Ｔ 43・9182 Ｆ 47・1485

団体名 助成額 事業目的 事業内容

白銀振興会 170 万円 地域行事用音響設備の整備 音響装置本体、マイクセッ
ト、スピーカーセットなど

類家五丁目
町内会 120 万円 住環境整備のための草刈機、

除雪機の整備
芝刈機、草刈機、除雪機
など

東糠塚町内会 250 万円
住環境整備のための除雪機、
町内会活動用の映像機器や
複合機の整備

除雪機、テレビ、DVD プ
レーヤー、モノクロ複合機
など

長沢町内会 150 万円 住環境整備のための刈払機、
除雪機などの整備 刈払機、除雪機など

白銀振興会

類家五丁目町内会

東糠塚町内会

長沢町内会

問市民連携推進課Ｔ 43・9182 Ｆ 47・1485
　昨年 11月 4日に開催された ｢第 2回八戸市小学生駅伝豊崎大会 ｣について、大会主催者の豊崎地域づくり実行
委員会の役員である白井三男豊崎地区連合町内会長と奥田マサ子瑞豊館館長にお話をうかがいました。

○大会開催のきっかけ
白井会長　豊崎地区は、少子高齢化が進んでいるこ
とから、地域を元気で活気のあるまちにするため、「豊
崎地域づくり計画」を策定し、健康づくりや公園整備
など、町内会を中心にまちづくりに力を入れてきまし
た。このような活動を行う中で、豊崎の豊かな自然や
農産物、人情などの良さを広く PR し、多くの皆さん
に知っていただきたいと考え、子どもたちの駅伝大会
を開催することとしました。
奥田館長　豊崎は平坦な場所が多いので駅伝のコー
スには都合が良かったこともありました。
○駅伝大会を開催して
白井会長　大会は、1 チーム 6 人の小学生が、地域内
10 キロのコースを走るもので、22 年に第 1 回、今回、
第 2 回大会を開催しました。

奥田館長　町内会を中心に地域のさまざまな団体が協
力し、大会を運営することで、地域内の連帯感が強くな
りました。また、たすきをつなぐ駅伝を通じて、豊崎の
子どもたちと他の地域の子どもたちが交流し、親睦を
深めることができました。さらに、子どもたちの家族が
応援に駆けつけてくださったので、多くの人に豊崎の良
さを感じ取ってもらえたのではないでしょうか。
○今後の目標について
奥田館長　今回は市内から 11 チームが参加しました
が、今後は市の内外を問わず、多数の小学校から参
加を募って、続けていきたいと考えています。
白井会長　そして、大会を通じて生まれる多くの出会い
や人と人との絆を大切にしていきたいと思っています。

今 後 も 地 域
が結束して、豊
崎を元気づける
まちづくりを進
めていきたいと
考えています。

地域をあげての駅伝大会開催 ～たすきでつなぐ地域の絆～発 信！ 地 域 自 慢 ③
豊崎地区連合町内会

駅伝大会のようす

豊崎地区連合町内会
白
し ら い

井三
み つ お

男会長

瑞豊館
奥
お く だ

田マサ子館長
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3月の健康教室・健康相談 問 健康増進課 Ｔ 43・9271Ｆ 47・0745
◆お子さんとお母さんの健康教室・健診・相談

内　容 日　時 場　所

両親学級
（妊娠 16 ～ 31 週の

妊婦と夫）
～初めて、パパ・
ママになる方へ～

17 日日
9:30 〜 14:30

公会堂文化ホール 2 階会議室
申 3 月 6 日水〜 8 日金に健康増進課

へＴ 43・2111 内線 510、294
　（先着 35 組：出産予定日 5 月 14 日
　～ 9 月 1 日）

▼赤ちゃんの育て方、お風呂の入れ方

▼妊婦体験ジャケット試着

赤ちゃん健康相談
（4 か月〜 1 歳）

受付
10:00 〜 10:15
相談
10:15 〜 12:00

  1 日金根城公民館
  6 日水福祉公民館（類家）
13 日水根岸公民館

▼育児・栄養相談、身長・体重測定

▼持ち物　母子健康手帳、乳幼児
　ハンドブック、バスタオル

よちよち健康相談
（1 歳〜 2 歳ごろ）

受付
13:00 〜 13:15
相談
13:15 〜 14:30

２～３歳児発達相談
（のびのびクラス、

2歳～概ね3歳6か月）

28 日木
9:30 ～ 12:00

総合福祉会館「はちふくプラザ ねじょう」

▼言葉・行動・情緒などの
　発達相談

▼就学に向けた発達相談

▼要予約
申健康増進課Ｔ 43・9271

３～５歳児発達相談
（あいあいクラス、概ね

3 歳 6 か月～就学前）

14 日木
12:30 ～ 15:00

1 歳 6 か月児健康診査
（23 年 8 月生まれ）

  1 日～ 15 日生まれ…  5 日火
16 日～ 31 日生まれ…19 日火
受付 12:00 ～ 12:45

総合健診
センター

※�対象者には、
事前にお知ら
せします。

3 歳児健康診査
（21 年 9 月生まれ）

  1 日～ 15 日生まれ…12 日火
16 日～ 30 日生まれ…26 日火
受付 12:00 ～ 12:45

股関節脱臼検診
（生後90日〜120日）

毎週水
（20日水祝を除く）
受付
12:00 〜 12:20

総合健診センターＴ 45・9131

▼要予約（受診希望日の 2 週間前まで）

▼受診料 600 円

▼ �持ち物　母子健康手帳、乳幼児ハ
ンドブック、バスタオル

すくすく離乳食教室
（3 ～ 4 か月の

赤ちゃんの保護者）

8 日金
10:30 ～ 11:45

福祉公民館（類家）

▼講話、離乳食作りの見学・試食

▼要予約 
　申健康増進課Ｔ 43・2111 内線 210

◆精神科医師による精神保健福祉相談（要予約）
内　容 医　　師 日 時・場 所

心の病気で
悩んでいる人と
その家族の相談

熊
くま

谷
がい

　輝
あきら

氏

27 日水
14:30 〜 15:30
八戸保健所
　　健康増進課
Ｔ 27・5111
　 内線 285

◆こころの健康相談
内　容 日　時 場　所

ストレスや不安、
悩みを抱えている人の
電話による相談

毎週水
（20日水祝を除く）
13:00 〜 16:00

健康増進課
Ｔ 43・9210
　（専用電話）

◆ 栄養士による個人相談
内　容 日　時 場　所

生活習慣病が気になる
人や子どもの食生活に
ついての相談

12 日火・26 日火
10:00 〜 12:00
13:00 〜 16:00

健康増進課窓口へ

◆ 保健師による健康相談
内　容 日　時 場　所

▽妊産婦の心や体に
　ついて

▽子育てについて

▽成人の健康について

月〜金
10:00 〜 12:00
13:00 〜 16:00

（20 日水祝を除く）

健康増進課窓口
または
Ｔ 43・2111
　内線 510、517

八戸市医師会ホームページの「健康一口メモ」に、過去に
開催した医師の健康教室の講演内容を掲載しています。
http://www.hachinohe.aomori.med.or.jp/ishikai/

◆市民健康づくり講座（申し込み不要）
内　　容 講　　師 日 時・場 所

こどもの中耳炎、
大人の難聴 洲

す ざ き

﨑　洋
よ う

氏

7 日木
13:30 ～ 15:00
はっち

※相談は無料です3 月の各種相談
場  所 相  談  名 日 　 時 内 　 容

市民相談室
（市庁本館

1 階）

一般相談 8:15 〜 17:00　土日祝を除く毎日 日常生活の中での困りごとや心配ごとに関すること

人権相談 6 日・13 日・27 日の各水
9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00

夫婦・親子・相続など家庭での困りごと、暮らしの
中の人権問題に関すること

行政相談 7 日・14 日・21 日・28 日の各木
13:00 ～ 16:00

国・県など行政への困りごと、苦情、要望などに関
すること

税務相談 4 日月 13:00 ～ 16:00
　相談時間は 15 分程度 相続税・贈与税・譲渡所得税などに関すること

法律相談
11 日月 13:00 ～ 16:00
　予約受付日 7 日木 8:30 ～電話で（先着 10 人）
　裁判・調停など係争中の人は除きます。

相続、離婚、金銭貸借などの法律問題全般に関する
こと

司法書士
相談

18 日月 13:00 ～ 16:00
　相談時間は 15 分程度（先着 10 人）

相続登記、成年後見、簡易訴訟代理手続きなどに関
すること

行政書士
相談

19 日火 13:00 ～ 16:00
　予約受付日 12 日火・13 日水電話で

契約・許認可申請など行政書類手続きなどに
関すること

公証人相談 19 日火 10:00 ～ 15:00 遺言・離婚・賃貸借などの公正証書に関すること
住宅増改築

相談 1 日・15 日の各金 13:00 ～ 16:00 住宅の新増改築に関すること

土地家屋
調査士相談 5 日火 13:00 ～ 16:00 土地境界などの悩み・土地に関すること

不動産相談 12 日・26 日の各火 13:00 ～ 16:00 不動産売買、アパートなどの賃貸借に関すること
南郷区役所
第 3 会議室 行政相談 12 日火 9:00 ～ 12:00 国・県など行政への困りごと、苦情、要望などに関

すること
島守市民サービス
センター保健相談室 人権相談 12 日火 9:00 ～ 12:00 夫婦・親子・相続など家庭での困りごと、暮らしの

中の人権問題に関すること
※ 法律相談・行政書士相談は予約が必要です。それ以外の相談は、当日受付で先着順となります。 問 市民相談室 Ｔ内線 149



24

　

是
川
縄
文
館

　

是
川
縄
文
館

　

是
川
縄
文
館

　

是
川
縄
文
館

　

是
川
縄
文
館

　

是
川
縄
文
館

　

是
川
縄
文
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
会
（
３
月
分
）

開
催
日
・
内
容　

▽
２
日
土
縄
文
土
器
作
り

▽
９
日
土
合
掌
土
偶
作
り

▽
16
日
土
縄
文
の
布
を
編
む

▽
23
日
土
土
製
耳
飾
り
作
り

▽
30
日
土
勾
玉
作
り

時
間　

午
後
２
時
～
４
時

定
員　

30
人

講
師　

縄
文
是
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

持
ち
物　

筆
記
用
具

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
（
３
月
分
）

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

定
員　

30
人

講
師　

是
川
縄
文
館
学
芸
員

持
ち
物　

筆
記
用
具

縄
文
土
偶
作
り
教
室

日
時　

３
月
23
日
土
午
前
９
時
30
分
～
正
午

対
象　

小
学
４
年
生
以
上

定
員　

30
人

材
料
費　

２
０
０
円

冬
季
日
曜
日
縄
文
体
験
コ
ー
ナ
ー
開
催
中

開
催
日　

３
月
31
日
日
ま
で
の
毎
週
日

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

内
容　

火
起
こ
し
・
土
器
の
文
様
拓
本
・

編
布
・
琥こ

は
く珀
勾ま

が
た
ま玉
作
り
（
粘
土
を
使
う

体
験
に
つ
い
て
は
要
相
談
）

材
料
費　

２
０
０
円
～
１
０
０
０
円

　

美
術
館

　

美
術
館

　

美
術
館

　

美
術
館

　

美
術
館

　

美
術
館

　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
Ⅲ
「
舟ふ

な
こ
し越
保や

す
た
け武
展

～
生
誕
百
年
記
念
～
」
開
催
中

期
間　

３
月
24
日
日
ま
で

入
館
料　
（　

）
内
は
団
体
20
人
以
上

▽
一
般　

１
５
０
円
（
80
円
）

▽
高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円
（
50
円
）

▽
小
・
中
学
生　

50
円
（
30
円
）

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料
。
高
齢
者
（
市

内
の
65
歳
以
上
）・
障
が
い
者
は
半
額

３
月
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

博
物
館

　

博
物
館

　

博
物
館

　

博
物
館

　

博
物
館

　

博
物
館

　

博
物
館

企
画
展「
え
ん
ぶ
り
展
」「
ひ
な
人
形
展
」

開
催
中

期
間　

３
月
10
日
日
ま
で

入
館
料　
（　

）
内
は
団
体
20
人
以
上

▽
一
般　

２
５
０
円
（
１
３
０
円
）

▽
高
校
・
大
学
生　

１
５
０
円
（
80
円
）

▽
小
・
中
学
生　

50
円
（
30
円
）

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料
。
高
齢
者
（
市

　

内
の
65
歳
以
上
）・
障
が
い
者
は
半
額

　

南
郷
歴
史

　

南
郷
歴
史

　

南
郷
歴
史

　

南
郷
歴
史

　

南
郷
歴
史

　

南
郷
歴
史

企
画
展
「
資
料
館
の
お
宝
展
」
開
催
中

資
料
館
で
収
蔵
し
て
い
る
資
料
の
中
か

ら
、
名
品
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間　

３
月
24
日
日
ま
で

入
館
料　
（  

）
内
は
団
体
20
人
以
上

▽
一
般　

１
５
０
円
（
１
０
０
円
）

▽
高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円
（
50
円
）

▽
小
・
中
学
生　

50
円
（
30
円
）

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料
。
高
齢
者
（
市

　

内
の
65
歳
以
上
）・
障
が
い
者
は
半
額

　

児
童
科
学
館

　

児
童
科
学
館

　

児
童
科
学
館

　

児
童
科
学
館

　

児
童
科
学
館

　

児
童
科
学
館

　

児
童
科
学
館

八
戸
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
員
募
集

発
明
や
工
作
の
基
礎
を
学
習
し
、
発
明

く
ふ
う
展
、
科
学
の
祭
典
、
ジ
ュ
ニ
ア
ロ

ボ
コ
ン
な
ど
へ
参
加
し
ま
す
。

活
動
日
時　

原
則
と
し
て
毎
月
第
１・
３
日

（
年
間
25
回
程
度
活
動
）
午
前
９
時
～
正
午

年
会
費　

６
８
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

募
集
人
数　

20
人
程
度

対
象　

市
内
の
小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

申
３
月
31
日
日
午
前
９
時
に
申
込
書
を
直

接
児
童
科
学
館
へ
来
館
し
提
出
（
申
込

多
数
の
場
合
、
そ
の
場
で
抽
選
）。
定
員

に
満
た
な
い
場
合
、
先
着
順
に
受
付
。

わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス

「
磁
石
で
実
験
＆
お
も
ち
ゃ
作
り
」

い
ろ
い
ろ
な
磁
石
を
使
っ
た
実
験
と
、

お
も
ち
ゃ
作
り
を
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
23
日
土
午
後
１
時
30
分
～
３
時

定
員　

20
組

参
加
費　

３
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

科
学
館
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
工
房

ば
っ
ち
り
!
布
バ
ッ
ジ
、ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
作
り
、
消
し
ゴ
ム
ね
ん
ど
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
工
作
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時　

土
日
祝
午
前
10
時
～
午
後
４
時（
受

付
は
午
後
３
時
45
分
ま
で
）

材
料
費　

無
料
～
１
０
０
円
（
体
験
内
容

3 月 の

各施設の講座・イベントなど

ご注意ください！ 学･遊･館の各講座・教室・クラブなどは、事前申し込みが必要です。
http://w

w
w.hachinohe.ed.jp/haku/

Ｔ 44・8111
Ｆ 24・4557

3 月の休館日
⑪ ⑱ ㉑ ㉕
開館時間
9:00 〜 17:00

博物館

http://w
w

w.city.hachinohe.aomori.jp/art/

Ｔ 45・8338
Ｆ 24・4531

3 月の休館日
⑪⑱㉑㉕〜㉛
開館時間
9:00 〜 17:00

美術館

http://w
w

w.korekawa-jomon.jp

是川縄文館

3 月の休館日
⑪ ⑱ ㉑ ㉕
開館時間
9:00 〜 17:00
是川縄文館
Ｔ 38・9511
Ｆ 96・5392
分館（縄文学習館）
Ｔ 96・1484

開
催
日

時
間

内
容

19
日
火

午
後
２
時
～
４
時

縄
文
土
偶
作
り

29
日
金

午
前
７
時
30
分

～
午
後
６
時
30
分
博
物
館
研
修

http://w
w

w.kagakukan-8.com

Ｔ 45・8131
Ｆ 45・8132

3 月の休館日
④ ⑪ ⑱ ㉕
開館時間
8:30 〜 17:00

児童
科学館

2
日
土
～
3
日
日
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
展

８
日
金
～
10
日
日
三
戸
シ
ャ
ッ
タ
ー
ク
ラ
ブ
写
真
展

15
日
金
～
17
日
日
輝
け
る
日
本
の
美　

三
沢
水
墨
画
会

西さ
い
じ
ょ
う城
弘こ
う
せ
ん泉
展
・
第
19
回
グ
ル
ー
プ
展

Ｔ 83・2443
Ｆ 83・2443

3 月の休館日
⑪ ⑱ ㉑ ㉕
開館時間
9:00 〜 17:00

南郷
歴史民俗
資料館
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に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

※
３
月
27
日
水
～
４
月
７
日
日
の
春
休
み

期
間
中
は
、
毎
日
開
催
し
ま
す
。

※
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

３
月
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ナ
イ
ト

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

映
像
利
用
学
習
会
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
が

巡
る
世
界
遺
産
２　

中
国
編
」

日
時　

3
月
16
日
土
午
後
１
時
～
３
時

講
師　

大お

お

く

ぼ

久
保
和か

ず
と
も兼
氏

定
員　

１
０
０
人

春
休
み
お
た
の
し
み
劇
場

３
月
27
日
水
～
４
月
７
日
日
の
春
休
み

期
間
中
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ニ
メ
な
ど
を
上

映
し
ま
す
。

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

お
た
の
し
み
劇
場

日
時　

毎
週
日
午
前
10
時
～
11
時

　　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い

　

表
は
い

　

表
は
い

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

３
月
の
投
影
番
組

「
パ
ン
ス
タ
ー
ズ
彗
星
を
見
よ
う
！
」

３
月
27
日
水
～
４
月
７
日
日
の
春
休
み
期

間
中
は
、
１
日
４
回
投
影
を
行
い
ま
す
。

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

観
覧
料　
（　

）
内
は
団
体
20
人
以
上

▽
大
人
・
大
学
生　

２
５
０
円（
１
３
０
円
）

▽
高
校
生　

１
５
０
円
（
80
円
）

▽
中
学
生　

50
円
（
30
円
）

▽
小
学
生
以
下　

無
料

※
土
日
祝
は
、
市
内
の
中
学
生
は
無
料

特
別
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

季
節
の
星
空
散
歩
「
春
の
星
空
」

日
時　

３
月
10
日
日
午
後
１
時
30
分
～

生
解
説
・
観
覧
無
料
で
す
。

　

マ
リ
エ
ン
ト

　

マ
リ
エ
ン
ト

　

マ
リ
エ
ン
ト

　

マ
リ
エ
ン
ト

　

マ
リ
エ
ン
ト

　

マ
リ
エ
ン
ト

　

マ
リ
エ
ン
ト

「
ち
き
ゅ
う
た
ん
け
ん
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
「
科
学

す
る
心
」
を
育
て
る
、「
ち
き
ゅ
う
た
ん
け

ん
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生

定
員　

１
２
０
人
（
新
規・更
新
を
合
わ
せ
て
）

年
会
費　

５
０
０
円（
別
途
実
費
負
担
あ
り
）

◆
３
階
展
示
室

【
水
の
生
き
物　

お
も
し
ろ
企
画
展
】

卒
業
お
め
で
と
う
展　

開
催
中

市
内
の
小
学
校
を
卒
業
す
る
子
ど
も
た

ち
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
る
展
示
で
す
。

期
間　

３
月
31
日
日
ま
で

サ
ケ
成
長
日
記

刻
々
と
変
わ
る
サ
ケ
た
ち
の
成
長
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

期
間　

５
月
の
放
流
ま
で

「
マ
リ
ン
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
よ
る

魚
へ
の
餌
付
け
＆
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

日
時　

毎
週
日
、
祝
正
午
〜

「
体
験
で
き
ま
す
！
」
コ
ー
ナ
ー

▽
タ
ッ
チ
水
槽

▽
ド
ク
タ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
「
ガ
ラ
・
ル
フ
ァ
」
水
槽

▽
デ
ン
キ
ウ
ナ
ギ
で
「
ひ
な
ま
つ
り
ツ
リ
ー
」
点
灯

日
時　

毎
週
日
、
祝
①
午
前
10
時
30
分
～

　
　
　

②
午
後
１
時
～
③
午
後
３
時
～

▽
深
海
水
圧
実
験

日
時　

毎
週
日
、
祝

　
　
　

①
午
前
11
時
～
②
午
後
２
時
～

▽
エ
サ
や
り
体
験　

随
時
開
催

入
館
料　
（　

）
内
は
団
体
20
人
以
上

▽
一
般
・
大
学
生　

３
０
０
円
（
１
５
０
円
）

▽
高
校
生　

２
０
０
円
（
１
０
０
円
）

▽
小
・
中
学
生　

１
０
０
円
（
50
円
）

※
高
齢
者（
65
歳
以
上
）・
障
が
い
者
は
半
額

※
入
館
料
は
３
階
の
み

◆
４
階
展
示
ス
ペ
ー
ス

地
震
津
波
写
真
展　

開
催
中

地
震
津
波
の
脅
威
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
に
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
地
震
津
波

の
被
害
状
況
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

期
間　

３
月
31
日
日
ま
で

25
年
度
の
４
階
展
示
ホ
ー
ル
利
用
者
募
集
中

　

レ
ス
ト
ラ
ン

　

レ
ス
ト
ラ
ン

　

レ
ス
ト
ラ
ン

　

レ
ス
ト
ラ
ン

　

レ
ス
ト
ラ
ン

3 月の はちのへ学 ･ 遊 ･ 館

3 月 23 日土 3 月 9 日土
楽しまナイト劇場

トムとジェリー�ジェリー街へ行く
� 16:00～
せんせい� 17:30～

トムソーヤの冒険� 16:00 ～
青葉学園物語� 17:30 ～

夜のプラネタリウム
パンスターズ彗星を見よう！�

日本語版　17:00 ～
パンスターズ彗星を見よう！
� 英語版　17:00 ～
� 日本語版　18:00 ～春の星空（生解説）� 18:00 ～

市民星空観望会
早春の星空（月・木星・プレア
デス星団　ほか）4 月の部分月
食についてのお話　ほか
� 18:30 〜 19:45

早春の星空（木星・二重星団・
オリオン大星雲　ほか）オリオン
大星雲についてのお話　ほか
� 18:00 〜 19:45

３
日
日
ア
ニ
メ
清
水
次
郎
長
伝
「
石
松
金
比
羅

代
参
」、
ひ
な
ま
つ
り
、
も
ぐ
ら
の
ト
ッ

ピ
ィ
と
森
の
仲
間
た
ち

10
日
日
ア
ニ
メ
清
水
次
郎
長
伝
「
石
松
三
十
石

船
」、
な
か
よ
し
お
ば
け
「
お
ば
け
遊
園

地
へ
行
く
」
ほ
か

17
日
日
ア
ニ
メ
清
水
次
郎
長
伝
「
石
松
と
見
受

山
鎌
太
郎
」、
ぼ
く
は
王
さ
ま

24
日
日
ア
ニ
メ
清
水
次
郎
長
伝
「
石
松
と
都
鳥

一
家
」、の
ば
ら
の
村
の
も
の
が
た
り
「
春

の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

プラネタリウム上映時間
時間 火〜金 土・日・祝

10:00

団 体
一 般

11:00

13:30

15:00 一 般

※途中入場はできません
ので、上映時間前にお
越しください。

※団体の回は一般の人は
入場できません。

http://w
w

w.marient.org

Ｔ 33・7800
Ｆ 33・7801

3 月の休館日
なし
開館時間
9:00 〜 17:00

水産
科学館
マリエント

４
階
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
「
千
陽
」

　
　

Ｔ
33
・
７
８
２
８

▽
昼
の
部　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
３
時

▽
夜
の
部　

予
約
の
み
と
な
り
ま
す
。

▽
日
祝　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
５
時

※
月
曜
定
休
（
祝
の
場
合
は
翌
日
）
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図
書
館

　

図
書
館

　

図
書
館

　

図
書
館

　

図
書
館

　

図
書
館

　

図
書
館

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
入
門
書
を
展

示
・
貸
し
出
し
ま
す
。

期
間　

３
月
1
日
金
～
15
日
金

自
分
を
元
気
づ
け
る
本

ち
ょ
っ
と
し
た
意
識
改
革
で
自
分
を
元

気
に
す
る
よ
う
な
本
を
展
示
・
貸
し
出
し

ま
す
。

期
間　

３
月
1
日
金
～
31
日
日

新
社
会
人
に
贈
る
本

こ
の
春
、
新
社
会
人
に
な
る
人
、
新
し

い
生
活
を
始
め
る
人
の
た
め
の
本
を
展
示
・

貸
し
出
し
ま
す
。

期
間　

３
月
1
日
金
～
31
日
日

春
休
み
お
す
す
め
本

小
学
生
向
け
、
中
・
高
校
生
向
け
の
お

す
す
め
本
を
展
示
・
貸
し
出
し
ま
す
。

期
間　

３
月
16
日
土
～
31
日
日

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
特
集

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
関
す
る
本
を
展
示
・

貸
し
出
し
ま
す
。

期
間　

３
月
16
日
土
～
31
日
日

　

図
書
情
報

　

図
書
情
報

　

図
書
情
報

　

図
書
情
報

　

図
書
情
報

　

図
書
情
報

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ト
ラ
ベ
ル
開
催
中

歴
代
の
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
を
展
示
・
貸
し

出
し
ま
す
。

期
間　

３
月
28
日
木
ま
で

※
期
間
中
、
展
示
資
料
入
れ
替
え
あ
り

春
絵
本

卒
園
や
入
園
・
入
学
な
ど
新
年
度
に
向

け
て
、
春
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
を
展
示
・

貸
し
出
し
ま
す
。

期
間　

３
月
１
日
金
～
28
日
木

　

南
郷
図
書

　

南
郷
図
書

　

南
郷
図
書

　

南
郷
図
書

　

南
郷
図
書

　

南
郷
図
書

あ
の
日
を
忘
れ
な
い　

３
・
11

地
震
や
津
波
、
原
発
問
題
に
関
す
る
本

を
展
示
・
貸
し
出
し
ま
す
。
防
災
に
関
す

る
本
も
一
緒
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

期
間　

３
月
１
日
金
～
28
日
木

わ
た
し
達
に
会
い
に
来
て

新
着
図
書
と
し
て
受
け
入
れ
後
、
未
読

の
ま
ま
の
本
を
展
示
・
貸
し
出
し
ま
す
。

期
間　

３
月
１
日
金
～
28
日
木

Ｍ
Ｏ
Ｅ
絵
本
屋
さ
ん
大
賞
特
集

第
５
回
Ｍ
Ｏ
Ｅ
絵
本
屋
さ
ん
大
賞
を
も
と

に
集
め
た
絵
本
を
展
示
・
貸
し
出
し
ま
す
。

期
間　

３
月
１
日
金
～
28
日
木

１
日
体
験
！
図
書
館
司
書

図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し
た
い
人
を
募

集
し
ま
す
。
本
の
貸
出
や
、図
書
館
ス
タ
ッ

フ
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時　

３
月
28
日
木
午
前
10
時
～
正
午

対
象　

小
学
生
、
中
学
生

申
込
締
切
日　

３
月
27
日
水

　

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル

エ
コ
布
ぞ
う
り
作
り
教
室

着
古
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
布
ぞ
う
り
を
作

り
ま
す
。

開
催
日　

３
月
９
日
土

時
間　

午
前
９
時
～
正
午

定
員　

４
人

持
ち
物　

着
古
し
た
T
シ
ャ
ツ
４
枚
（
な

る
べ
く
大
き
い
も
の
）、
洗
濯
ば
さ
み
２

個
、
裁
ち
ば
さ
み
、
30
㎝
定
規

申
込
期
間　

２
月
22
日
金
～
３
月
８
日
金

エ
コ
た
わ
し
作
り
教
室

洗
剤
な
し
で
も
き
れ
い
に
洗
え
て
手
に

も
や
さ
し
い
エ
コ
た
わ
し
を
作
り
ま
す
。

日
時　

３
月
17
日
日
午
前
９
時
～
正
午

定
員　

４
人

持
ち
物　

毛
糸
30
ｇ
程
度
（
ア
ク
リ
ル

１
０
０
％
、並
太
、着
古
し
た
セ
ー
タ
ー
、

マ
フ
ラ
ー
を
ほ
ど
い
た
も
の
で
も
可
）、

か
ぎ
針
１
本
（
７
～
７
・
５
号
）

申
込
期
間　

２
月
22
日
金
～
３
月
16
日
土

ご注意ください！ 学･ 遊 ･ 館の各講座・教室・クラブなどは、事前申し込みが必要です。
http://w

w
w.lib.hachinohe.aomori.jp

Ｔ 22・0266
Ｆ 71・1312

3 月の休館日
㉑ ㉙
開館時間
9:00 〜 19:00
土日祝〜 17:00

図書館

Ｔ 70・2600
Ｆ 70・2601

3 月の休館日
㉑ ㉙
開館時間
10:00 〜 20:00
土日祝〜 18:00

図書情報
センター

http://www.city.hachinohe.aomori.jp/koiki/ripura/Ｔ 70・2396
Ｆ 23・5396

3 月の休館日
④ ⑪ ⑱ ㉕
開館時間
9:00 〜 17:00

リサイクル
プラザ

Ｔ 60・8100
Ｆ 60・8130

3 月の休館日
㉑ ㉙
開館時間
9:00 〜 19:00
土日祝〜 17:00

南郷図書館

ジュニア・スクール初級講座
日時毎週土 11:00 〜（4 月から）場所ヌマ
グチダンススクール（柏崎一丁目）内容㈶
日本ボールルームダンス連盟公認のスクー
ルで、社交ダンスを通して挨拶やマナーな
どを学びます。対象 15 歳までの男女受講
料無料（通信費など 4 か月 3,000 円別途） 
モトヌマグチダンススクールＴＦ 44・9654
Ｅ tsunezi@htv-net.ne.jp ホ http://www.htv-
net.ne.jp/~tsunezi

浜の祝・郷土料理「八戸くじら汁」教室
参加者募集
日時 3/7、14、21 の各木 10:00 〜 13:00 場所はっ
ち 5 階食のスタジオ参加料無料持ち物エプロ
ン、持ち帰り用容器モト特定非営利活動法人
海の八戸 NPO ＴＦ 35・4370

平成24年度八戸大学人間健康学部公開講座
日時 3/9 土 13:00 〜 17:00 場所はっち 2 階シ
アター 2 テーマ未来へのメッセージ〜健康と
福祉を考えよう入場料無料問八戸大学・八戸
短期大学総合研究所Ｔ 25・2789 Ｆ 25・1968
Ｅ research@hachinohe-u.ac.jp
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山
の
楽
校

　

山
の
楽
校

　

山
の
楽
校

　

山
の
楽
校

　

山
の
楽
校

　

山
の
楽
校

山
の
楽
校
３
月
の
イ
ベ
ン
ト

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

表
は
い
る

　

は
っ
ち

　

は
っ
ち

　

は
っ
ち

　

は
っ
ち

　

は
っ
ち

　

は
っ
ち

　

は
っ
ち

は
ち
の
へ
雛
め
ぐ
り

【
展
示
】

期
間　

３
月
１
日
金
～
24
日
日

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

場
所　

３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
３

内
容　

世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
て
き
た
美

し
い
雛
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

【
な
り
き
り
お
ひ
な
さ
ま
】

開
催
日　

３
月
３
日
日

時
間　

①
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所　

３
階
和
の
ス
タ
ジ
オ

対
象　

２
歳
～
小
学
２
年
生

内
容　

こ
ど
も
た
ち
が
衣
装
を
着
て
、
お

雛
様
に
な
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

カ
メ
ラ
を
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
、
自
由

に
写
真
撮
影
が
で
き
ま
す
。

問
こ
ど
も
は
っ
ち
Ｔ
Ｆ
22
・
５
８
２
２

【
お
茶
席
】

開
催
日　

３
月
９
日
土
、
16
日
土

時
間　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所　

３
階
和
の
ス
タ
ジ
オ

参
加
料　

一
服
２
０
０
円

和
日
カ
フ
ェ
～
日
本
文
化
に
親
し
む
日
～

日
時　

３
月
17
日
日
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

３
階
和
の
ス
タ
ジ
オ　

ほ
か

内
容　

さ
ま
ざ
ま
な
日
本
文
化
を
観
て
・
体

験
で
き
る
、
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
企
画
が
満
載
で
す
。
３
月
は
着
物

シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
飾
り
巻
き
寿
司
教
室
、

日
本
舞
踊
発
表
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
料　

一
部
実
費
負
担
（
材
料
費
な
ど
）

モ
ヨ
ッ
テ
参
道
の
日

開
催
日　

３
月
16
日
土
、
17
日
日

内
容　

毎
月
第
３
土
日
は
、
街
も
人
も
装
う

「
モ
ヨ
ッ
テ
参
道
」の
日
。
中
心
街
に
お
し
ゃ

れ
し
て
出
か
け
る
と
、
協
力
店
で
特
別
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
は
っ

ち
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
を
た
め
る
と
モ
ヨ
ッ

テ
ラ
ー
缶
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

モ
ヨ
ッ
テ
ウ
ォ
ー
ク

日
時　

３
月
17
日
日
午
後
１
時
～
２
時

集
合
場
所　

１
階
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
前

場
所　

１
階
は
っ
ち
ひ
ろ
ば
～
中
心
商
店
街

内
容　

み
ん
な
で
お
し
ゃ
れ
し
て
、
中
心

街
の
シ
ョ
ッ
プ
を
巡
る
ツ
ア
ー
で
す
。

手
仕
事
人び

と

の
小
さ
な
暮ク
ラ
フ
ト

ら
ふ
と
市

開
催
日　

３
月
23
日
土
、
24
日
日

時
間　

午
前
11
時
～
午
後
５
時

場
所　

１
階
は
っ
ち
ひ
ろ
ば
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１

内
容　

八
戸
近
郊
の
作
家
に
よ
る
ク
ラ
フ

ト
市
で
す
。今
話
題
の
奥
入
瀬
モ
ス
ボ
ー

ル
工
房
「
こ
け
丸
め
職
人
」
起お

き
た田
高た

か
し志

さ
ん
に
よ
る
こ
け
玉
づ
く
り
な
ど
、
も

の
づ
く
り
体
験
も
開
催
し
ま
す
。

は
っ
ち
ツ
ア
ー
ズ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
、
館

内
の
展
示
や
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
オ
ス
ス
メ

情
報
を
聞
き
な
が
ら
巡
る
ツ
ア
ー
で
す
。

日
時　

３
月
17
日
日
午
前
11
時
～
正
午

集
合
場
所　

１
階
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
前

参
加
料　

１
０
０
円
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
代
）

3 月の はちのへ学 ･ 遊 ･ 館

http://hacchi.jp

3 月の休館日 ⑫
こどもはっち
⑤⑫⑲㉖
開館時間
9:00 〜 21:00
こどもはっち
9:30 〜 16:30
Ｔ 22・8228
Ｆ 22・8808

はっち

ものづくりスタジオ カフェ

募集場所 クラフト系ものづくりスタジオ
2 か所 １階カフェスペース

月額基本
使用料

15,000 円＋売上歩合（月額売上額から
300,000 円を控除した額の 100 分の 5
に相当する額）

184,000 円＋売上歩合（月額売上額から
2,300,000 円を控除した額の 100 分の 8
に相当する額）

申請書
配布場所

はっち、市庁本館・別館案内、南郷区役所、各公民館・市民サービスセンターで配布（市
およびはっちホームページからダウンロード可）

申込方法 申請書に必要事項を記入し、3 月 15 日金まで
に簡易書留での郵送か直接はっちへ持参

申請書に必要事項を記入し、3 月 31 日日まで
に簡易書留での郵送か直接はっちへ持参

営業予定日 4 月 1 日以降 4 月中旬の入居決定後１か月以内

ものづくりスタジオ入居者および
カフェ出店者募集

問八戸ポータルミュージアムＴ 22・8228Ｆ 22・8808

はっちでは、４階「ものづくりスタジオ」と１階「カフェ」の入居者・出店者を募集しています。

講
座

日
時

受
講
料

そ
ば
打
ち

体
験

10
日
日

午
前
９
時
～
正
午

１
０
０
０
円

黒
豆
・
六
穀

み
そ
の
楽
校

24
日
日

午
前
９
時
～
正
午

６
０
０
０
円

玄
米
こ
う
じ

味
噌
の
楽
校

５
０
０
０
円

Ｔ 82・2222
Ｆ 82・2222

3 月の休館日
④ ⑪ ⑱ ㉕
開館時間
8:30 〜 16:30

山の楽校
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問社会教育課Ｔ 43・9154 Ｆ 47・4997

 新成人代表者と市長との懇談会
八戸の現在・未来を語る
　1 月 13 日、市体育館において、「平成 25 年八戸市成人式」が開催されま
した。成人式に先立ち、昨年 11 月 25 日、新成人代表者 12 人が小林市長
と八戸のまちづくりについて懇談し、新成人に八戸について感じることや
新成人になっての目標などを聞きました。

28
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将
来
の
夢
・

今
の
八
戸
に
つ
い
て
感
じ
る
こ
と

笹
田　

八
戸
に
戻
り
高
校
で
数
学
を
教
え
る

こ
と
が
夢
。
八
戸
は
四
季
が
は
っ
き
り
し
て

お
り
、
非
常
に
過
ご
し
や
す
い
気
候
。
こ
う

し
た
ま
ち
の
良
さ
を
周
り
に
伝
え
て
い
け
る

よ
う
、
も
っ
と
地
元
の
こ
と
を
勉
強
し
た
い
。

長
根　

体
の
不
自
由
な
人
や
貧
し
い
人
の
支

援
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
世
界
に

は
衣
食
住
で
困
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
ま

だ
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
ん
な
人
た
ち
が
笑
顔

で
自
分
た
ち
の
夢
を
語
れ
る
よ
う
な
世
の
中

に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。
そ
の
実
現
の
た

め
に
尽
力
し
た
い
。

熊
野　

ど
ん
な
形
で
も
い
い
の
で
八
戸
の
発

展
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
環
境
整
備
が
進
む

こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
そ
の
た
め
に
役
立
ち

た
い
。

澁
谷　

今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
将
来
の
展
望

を
決
め
て
い
な
い
が
、
ぜ
ひ
八
戸
で
仕
事
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
残
り
の
学
生
生
活

の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
み
、
適
性
を

み
つ
け
て
就
職
に
つ
な
げ
た
い
。

関
下　

専
門
性
を
生
か
し
て
、
薬
品
を
研
究
・

開
発
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
。
八
戸
の
人
は

温
か
く
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
人
が
多
く
、
非

常
に
住
み
や
す
い
ま
ち
だ
と
感
じ
て
い
る
。
市

民
が
一
つ
に
な
り
元
気
あ
る
ま
ち
に
し
た
い
。

古
里　

将
来
は
電
気
系
の
分
野
の
仕
事
を
す

る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
旅
行
が
好
き
で

県
外
に
出
る
こ
と
も
多
い
が
、
外
に
出
る
こ

と
で
八
戸
の
自
然
の
豊
か
さ
を
客
観
的
に
見

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
素
晴
ら
し
さ
を
自

ら
Ｐ
Ｒ
で
き
た
ら
と
思
う
。

金
田
一　

今
、
学
校
で
学
ん
で
い
る
こ
と
を

生
か
し
て
福
祉
の
分
野
で
働
き
た
い
。
専
門

的
に
福
祉
を
学
ん
で
い
く
中
で
八
戸
の
高
齢

化
率
の
高
さ
を
知
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
世
代

を
担
う
の
は
私
た
ち
に
な
る
。
今
日
の
こ
の

機
会
に
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
の
こ

と
を
知
り
、
将
来
は
八
戸
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

清
水　

将
来
は
地
域
の
人
に
貢
献
で
き
る

よ
う
な
公
務
員
を
志
望
し
て
い
る
。
生
ま
れ

育
っ
た
八
戸
へ
は
強
い
愛
着
を
持
っ
て
い
る
。

よ
り
多
く
の
観
光
客
に
八
戸
を
訪
れ
て
も
ら

い
た
い
。

加
藤　

将
来
は
保
育
士
を
志
望
し
て
い
る
。

地
元
に
あ
る
東
北
フ
リ
ー
ブ
レ
イ
ズ
、
ヴ
ァ

ン
ラ
ー
レ
八
戸
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
持
つ
魅
力
や
、
体
を
動
か
す
こ
と
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を

伝
え
て
い
く
こ
と
が
夢
。

中
島　

今
年
、
北
九
州
で
行
わ
れ
た
Ｂ

−

１

グ
ラ
ン
プ
リ
に
参
加
し
て
き
た
。
ゴ
ー
ル
ド

グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得
の
瞬
間
を
目
に
し
、
八
戸

の
い
い
と
こ
ろ
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と

い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
。
最
高
の
結
果
を

残
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
ま
ち
お
こ
し
は
ま

だ
終
わ
り
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
八
戸
と
せ
ん
べ
い
汁
の
さ
ら
な
る
知

名
度
ア
ッ
プ
を
目
標
に
活
動
に
携
わ
り
続
け

た
い
。

西
村　

看
護
実
習
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
方

か
ら
方
言
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
自
分
の

知
ら
な
い
ま
ち
の
歴
史
を
教
え
て
も
ら
っ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
、
高
齢
者
と
の
交
流
に

面
白
さ
を
見
い
だ
し
た
。
高
齢
者
と
若
い
人

が
交
流
す
る
機
会
が
増
え
れ
ば
い
い
と
考
え

て
い
る
。

境
沢　

今
、
古
着
屋
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
る
が
、
そ
の
中
で
接
客
の
楽
し
さ
や
洋
服

を
売
る
こ
と
に
面
白
さ
を
感
じ
て
い
る
。
将

来
は
自
分
の
店
を
も
て
た
ら
い
い
。
八
戸
は

生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
だ
が
、
ま
だ
知
ら
な
い

こ
と
が
多
い
と
感
じ
て
い
る
。

市
長　

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
頃
は
、
ま
だ
臨

海
部
が
開
発
さ
れ
る
前
だ
っ
た
。
そ
ん
な
時

代
を
、
海
か
ら
ま
ち
が
で
き
て
い
く
様
子
を

見
な
が
ら
育
っ
て
き
た
。
八
戸
は
、
日
本
の

高
度
経
済
成
長
期
に
短
期
間
で
急
激
に
発
展

し
た
ま
ち
。

　

北
東
北
随
一
の
規
模
を
誇
る
工
業
港
、
漁

獲
高
が
全
国
で
ト
ッ
プ
10
に
入
る
漁
港
、
多

様
な
農
産
物
が
取
れ
る
農
業
、
さ
ら
に
は
来

年
（
25
年
）
国
立
公
園
に
編
入
さ
れ
る
種
差

海
岸
と
い
っ
た
美
し
い
自
然
も
備
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
多
様
な
ま
ち
の
魅
力
を
若
い
皆
さ

ん
と
共
有
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
。

新成人代表者と市長との懇談会

新成人代表者と市長との懇談会出席者
【 新 成 人 代 表 者 】（敬称略・五十音順）

加
か と う
藤　愛

な る み
美 金

きんだいち
田一知

ち づ ほ
都穂 熊

く ま の
野ひとみ

境
さかいざわ
沢　栄

えいすけ
祐 笹

さ さ だ
田　水

み あ き
晶 澁

しぶたに
谷　健

けんすけ
介

清
し み ず
水　　直

ただし
関
せきした
下明

あ す か
日香 中

なかじま
島　由

ゆ わ
和

長
な が ね
根　愛

え み
美 西

にしむら
村　幸

ゆ き
樹 古

ふるさと
里　洸

こういち
一

【 八 戸 市 】

小
こばやし

林眞
まこと

市長 松
まつやまたかとよ

山隆豊教育長
【 司 　 会 】

山
や ま だ

田修
の ぶ や

也㈳八戸青年会議所副理事長（当時）
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こ
れ
か
ら
の
八
戸

産
業
・
雇
用

長
根　

若
い
人
が
働
け
る
場
が
少
な
い
。
新

卒
者
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
年
代
の
人
に
対

し
て
雇
用
の
場
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
切
望
し

て
い
る
。

市
長　

ど
ん
な
に
ま
ち
に
愛
着
を
持
っ
て
い

て
も
雇
用
が
な
け
れ
ば
、
若
い
人
は
ま
ち
を

出
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う

状
況
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
経
済
環
境
は
厳
し
い
が
、
八
戸
に

は
優
良
企
業
や
、
こ
れ
か
ら
可
能
性
が
あ
る

企
業
、
そ
し
て
能
力
の
高
い
人
材
を
求
め
て

い
る
企
業
が
あ
る
。

　

若
い
皆
さ
ん
が
地
元
に
定
着
で
き
る
よ
う
、

企
業
誘
致
に
は
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

福
祉
・
医
療
・
子
育
て

長
根　

夜
に
な
る
と
車
イ
ス
利
用
者
が
使
え

る
ト
イ
レ
の
多
く
が
暗
く
な
り
、
ま
た
数
も

少
な
い
た
め
不
便
だ
と
感
じ
て
い
る
。
こ
う

し
た
状
態
を
解
消
す
る
た
め
、
ま
ち
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
ら
い

い
と
考
え
て
い
る
。

加
藤　

保
育
士
と
し
て
こ
れ
か
ら
子
ど
も
た

ち
と
関
わ
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
思
う
。
笑

顔
で
子
ど
も
た
ち
に
接
し
、
八
戸
の
い
い
と

こ
ろ
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

市
長　
「
八
戸
の
人
は
笑
顔
で
暮
ら
し
て
い

る
」
と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。
次
々
と
観
光

資
源
を
掘
り
起
こ
し
売
り
出
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
も
大
事
だ
が
、
安
心
・
安
全
の
八
戸

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
売
り
出
す
こ
と
が
い

い
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
力
を
入
れ
る
と
い

う
方
法
も
あ
る
。

食
・
文
化
・
観
光 

境
沢　

様
々
な
都
市
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る

ま
ち
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
反
面
、
県
外

の
人
に
は
、
種
差
海
岸
や
蕪
島
の
よ
う
な

豊
富
な
自
然
や
美
し
い
風
景
が
あ
る
こ
と
は

ま
だ
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
自
然
が
県
外
へ
も
う

ま
く
Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
ら
い
い
と
思
う
。

西
村　

種
差
海
岸
や
せ
ん
べ
い
汁
と
い
っ
た

観
光
資
源
を
う
ま
く
宣
伝
し
た
い
。
他
の
ま

ち
か
ら
八
戸
へ
移
り
住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
Ｐ
Ｒ
が
ほ
し
い
。

古
里　

先
日
、
函
館
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ

た
。
函
館
で
は
イ
カ
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
制
作

し
、
地
域
の
祭
り
な
ど
で
展
示
し
、
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
と
い
う
話
を
耳
に
し
た
。
八
戸
も
イ

カ
の
ま
ち
と
し
て
他
の
ま
ち
に
負
け
な
い
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

中
島　

八
戸
に
は
、
せ
ん
べ
い
汁
、
い
ち
ご

煮
の
よ
う
な
有
名
な
郷
土
料
理
が
あ
る
。「
こ

こ
に
い
け
ば
食
べ
ら
れ
る
」
と
い
う
情
報
が
、

例
え
ば
、
は
っ
ち
や
八
戸
駅
な
ど
観
光
客
が

多
く
訪
れ
る
場
所
に
あ
れ
ば
い
い
。

澁
谷　

宣
伝
効
果
は
テ
レ
ビ
に
よ
る
効
果
が

一
番
大
き
い
の
で
は
。
例
え
ば
あ
る
番
組
で

紹
介
さ
れ
た
商
品
が
、
放
送
後
売
り
上
げ

を
大
幅
に
伸
ば
し
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
八
戸
に
は
Ｂ

−

１
グ
ラ
ン
プ
リ

で
ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
っ
た
せ
ん
べ

い
汁
と
い
う
素
晴
ら
し
い
素
材
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
を
ど
う
に
か
メ
デ
ィ
ア
に
乗
せ
て
宣
伝

で
き
な
い
も
の
か
。

笹
田　

Ｃ
Ｍ
に
よ
る
宣
伝
も
効
果
的
だ
と
考

え
る
が
、
多
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
駅
や

電
車
の
中
に
一
目
で
分
か
る
広
告
を
打
ち
出

す
の
は
ど
う
か
。

清
水　

食
や
文
化
な
ど
を
は
じ
め
誇
れ
る
も

の
が
多
く
あ
り
、
こ
う
し
た
魅
力
を
伝
え
る

こ
と
で
少
し
で
も
若
い
人
が
地
元
に
定
着
し

て
く
れ
れ
ば
い
い
。
八
戸
駅
と
中
心
街
が
離

れ
て
発
展
し
た
ま
ち
。
八
戸
駅
周
辺
の
開
発

が
進
め
ば
活
気
が
出
る
の
で
は
な
い
か
。

金
田
一　

八
戸
駅
西
口
の
整
備
を
進
め
て
い

る
が
、
ま
ち
の
玄
関
口
と
し
て
東
口
の
整
備

も
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

市
長　

八
戸
駅
は
明
治
時
代
に
今
の
場
所
に

駅
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
た
経
緯
が
あ
る
。

経
済
成
長
の
見
込
み
や
市
の
財
政
状
況
か
ら

考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
八
戸
駅
を
市
の
も

う
一
つ
の
中
心
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。
空
港
が
郊
外
に
位
置

し
て
い
る
よ
う
に
、
八
戸
駅
も
郊
外
に
お
い

て
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
認
識
し
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い
。

中
心
街

金
田
一　

若
い
人
が
も
っ
と
、
は
っ
ち
な
ど

新成人代表者と市長との懇談会
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に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
。

熊
野　

若
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
が
少
な
い
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど

商
業
施
設
の
整
備
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、自
由
に
学
習
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
、は
っ

ち
の
中
に
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
。

澁
谷　

中
心
街
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
も
、

「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」
開
催
し
て
い
る
の
か
が

あ
ま
り
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
目
に
つ
く
場
所
に

イ
ベ
ン
ト
を
案
内
す
る
電
光
掲
示
板
を
設
置

し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
集
客
の
た
め
に
有

名
人
を
呼
ん
で
、
無
料
で
せ
ん
べ
い
汁
や
イ
カ

を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
も
よ
い
。

市
長　

は
っ
ち
は
、
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
き
、

な
い
と
き
に
よ
っ
て
ま
だ
来
館
者
に
は
波
が

あ
り
、
若
い
世
代
へ
の
定
着
と
い
う
点
で
は

ま
だ
満
足
し
て
い
な
い
が
、
幅
広
い
年
齢
層

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
外
か

ら
、
は
っ
ち
を
訪
れ
る
専
門
家
た
ち
か
ら
も

好
評
を
得
て
い
る
。
は
っ
ち
に
は
「
ま
ち
に

行
っ
た
ら
何
か
面
白
い
こ
と
が
あ
る
」
と
思

わ
せ
る
機
能
を
持
た
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

泊
り
込
ん
で
製
作
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
整
備

し
て
あ
る
し
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
仕

掛
け
が
あ
る
の
で
、
若
い
皆
さ
ん
に
は
「
何

か
や
ろ
う
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
使
い
こ

な
し
て
ほ
し
い
。

都
市
環
境 

関
下　

ま
ち
に
緑
が
あ
ふ
れ
、
海
が
近
く
自

然
環
境
に
は
非
常
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ

る
。
食
べ
物
も
お
い
し
く
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
ま
ち
。

笹
田　

水
産
業
や
農
業
が
八
戸
の
産
業
を
支

え
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
後
継
者
不
足
は

全
国
的
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
産

業
が
衰
退
し
な
い
よ
う
に
後
継
者
を
育
て
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
公

園
の
遊
具
が
小
さ
い
頃
に
比
べ
て
年
々
撤
去

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、
寂
し
く
思
う
。

長
根　

普
段
フ
ッ
ト
サ
ル
を
プ
レ
イ
し
て
い

る
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
先
日
、
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
佐
々
木
則
夫
監
督
の
講
演
を
聴

い
た
。
八
戸
は
全
国
的
に
み
て
も
女
子
サ
ッ

カ
ー
人
口
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
も
市
内
に
数
箇
所
あ
り
、

女
子
サ
ッ
カ
ー
が
広
が
る
裾
野
が
あ
る
。
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
を
き
っ
か
け
に
ま
ち
が
盛
り

上
が
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

加
藤　

東
北
フ
リ
ー
ブ
レ
イ
ズ
や
ヴ
ァ
ン

ラ
ー
レ
八
戸
の
観
戦
が
ま
だ
市
民
に
定
着
し

て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
観
戦
の
面
白
さ

を
よ
り
多
く
の
人
と
共
有
し
た
い
。

市
長　

公
園
整
備
に
は
、
安
全
へ
の
配
慮
が

第
一
に
あ
り
、
定
期
的
な
遊
具
の
交
換
を
行
う

中
で
規
模
が
縮
小
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
市
で
は
、
平
成
23
年
に
八
戸
公

園
内
に
「
三
八
五
・
こ
ど
も
館
」
を
開
館
さ
せ
、

子
ど
も
の
遊
ぶ
場
を
増
や
す
努
力
を
し
て
い
る
。

　

私
自
身
も
ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸
の
サ
ポ
ー

タ
ー
第
一
号
と
し
て
応
援
し
て
い
る
。
今
年
は

東
北
社
会
人
1
部
リ
ー
グ
昇
格
を
果
た
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
Ｊ
１
昇
格
を
目
標
に
、

地
域
リ
ー
グ
か
ら
Ｊ
Ｆ
Ｌ
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
い
る
。
チ
ー
ム
が
強
く
な
れ
ば

自
然
と
盛
り
上
が
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
も
増
え
て

く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
東
北
フ
リ
ー
ブ
レ
イ
ズ

に
し
て
も
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
の
試
合
が
八
戸
に
い
な
が
ら
生
で
見
ら
れ
る

と
い
う
の
は
大
変
な
貴
重
な
機
会
。
ぜ
ひ
多
く

の
人
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
。

市
長
・
教
育
長
か
ら
新
成
人
へ
エ
ー
ル

市
長　

皆
さ
ん
が
八
戸
に
愛
着
を
持
っ
て
い

る
こ
と
に
感
動
し
た
。
震
災
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
活
躍
し
た
の
は
、
皆
さ

ん
と
同
世
代
の
高
校
生
、
大
学
生
と
い
っ
た

若
い
人
た
ち
だ
っ
た
。
地
域
で
は
ま
だ
ま
だ

若
い
力
を
求
め
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
活
躍
の

場
が
あ
る
。
皆
さ
ん
に
は
、
町
内
会
活
動
や

そ
の
他
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
責
任
を

も
っ
た
活
動
の
で
き
る
成
人
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

教
育
長　

今
日
は
皆
さ
ん
か
ら
市
政
に
対
す

る
前
向
き
な
意
見
や
、
郷
土
を
思
う
気
持
ち

を
聴
か
せ
て
も
ら
い
、
八
戸
で
学
び
育
っ
た

皆
さ
ん
が
し
っ
か
り
と
育
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
、
大
変
頼
も
し
く
思
っ
た
。
八
戸
に

住
む
人
は
「
温
か
く
、
笑
顔
が
い
い
」
と
い

う
意
見
を
い
た
だ
い
た
が
、
八
戸
の
財
産
は

こ
こ
に
住
む
人
だ
と
考
え
て
い
る
。「
自
分

な
ら
何
が
で
き
る
か
」
と
い
う
当
事
者
意
識

を
常
に
持
ち
、
社
会
に
貢
献
す
る
新
成
人
と

し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
。

新成人代表者と市長との懇談会
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学
校（
教
育
）支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
く

○
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
は
？

　

地
域
密
着
型
教
育
推
進
事
業
や
学
校
支

援
地
域
本
部
事
業
実
施
校
に
、
１
～
３
人

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク

の
作
成
、
人
材
バ
ン
ク
登
録
者
や
地
域
と

学
校
が
必
要
と
す
る
支
援
に
つ
い
て
調
整
、

地
域
学
校
連
携
協
議
会
の
準
備
、
検
討
し

た
支
援
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
学

校
と
地
域
の
橋
渡
し
役
を
し
て
い
ま
す
。

○
学
校
（
教
育
）
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を

提
供
す
る
た
め
、
ま
た
、
地
域
と
の
関
わ

り
か
ら
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着
を
も
つ

子
ど
も
を
育
て
る
た
め
、
ぜ
ひ
一
緒
に
活

動
し
ま
し
ょ
う
。

※
現
在
、
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
部
活
動
指
導
補
助
が
で
き
る
人
を

探
し
て
い
ま
す
。
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

　「
総
合
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
行
わ
れ

る
体
験
学
習
な
ど
の
充
実
の
た
め
、

持
っ
て
い
る
知
識
や
技
能
を
生
か
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
指
導
を
し
て
い

ま
す
。

　

主
に
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▽
地
域
の
歴
史
や
お
祭
り
の
講
話

▽
伝
統
芸
能
の
指
導

▽
職
業
に
関
す
る
学
習
活
動
の
講
師

▽
短
歌
や
俳
句
な
ど
の
指
導

▽
パ
ソ
コ
ン
の
指
導　

な
ど

　

総
合
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
子

ど
も
た
ち
の
学
び
を
よ
り
深
め
て
く

れ
る
心
強
い
味
方
と
い
え
ま
す
。

シリーズ

地域のこどもたちを皆さんで育みましょう！

キャリア教育「未来への架け橋講座」
就職するまでのこと、仕事内容など
いろいろ話してもらいました

　

種
差
海
岸
は
５
月
に
三
陸
復
興
国
立
公

園
に
指
定
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
指
定
ま

で
残
す
と
こ
ろ
約
３
か
月
と
な
り
ま
し

た
。

　

種
差
海
岸
が
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
る

に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
対
象
と
な
る
エ

リ
ア
や
制
度
、
種
差
海
岸
の
魅
力
に
つ
い

て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
国
立
公
園
は
我

が
国
の
風
景
を
代
表
す
る
に
足
り
る
傑
出

し
た
自
然
の
風
景
地
で
あ
り
、
全
国
に
30

か
所
し
か
な
い
国
立
公
園
に
新
た
に
指
定

さ
れ
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
指
定
後
は
、
国
立
公
園
と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
力
に
よ
り
、
全
国
か
ら
の
利
用
者
が

増
加
し
、
八
戸
市
だ
け
で
は
な
く
三
陸
全

体
に
様
々
な
効
果
が
波
及
す
る
と
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
立
公
園
指
定
と
関
連
し
た
取

り
組
み
と
し
て
、
蕪
島
か
ら
福
島
県
相
馬

市
の
松
川
浦
ま
で
を
つ
な
ぐ
「
東
北
太
平

洋
岸
自
然
歩
道
構
想
」
や
、
三
陸
海
岸
に

お
い
て
地
球
活
動
の
歴
史
を
実
際
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
で
構
成
し
、
世
界
へ

の
情
報
発
信
を
め
ざ
す
「
三
陸
ジ
オ
パ
ー

ク
構
想
」
な
ど
が
あ
り
、
種
差
海
岸
を
含

む
三
陸
全
体
の
自
然
を
活
用
し
た
取
り
組

み
に
、
よ
り
一
層
の
盛
り
上
が
り
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
立
公
園
指
定
を
ど
の
よ
う

に
活
か
し
て
い
く
か
は
、
私
た
ち
の
今
後

の
取
り
組
み
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
誇
り
に
思
え
る
よ
う

な
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
自
慢
し
た

く
な
る
美
し
い
自
然
環
境
を
保
全
し
つ

つ
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
が
、
種

差
海
岸
地
域
の
活
性
化
だ
け
で
な
く
、
八

戸
市
全
体
、
そ
し
て
三
陸
全
体
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
指
定
に
向
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
る
予

定
で
す
の
で
、
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

国立公園を活用した地域づくり種差海岸・
国立公園指定はもうすぐ！

問観光課Ｔ内線 524 Ｆ 46・5600

種差トレッキングのようす（淀の松原）

地引網体験のようす（白浜）

昔のあそび
お手玉を教えてもらいました

問社会教育課Ｔ 43・9154 Ｆ 47・4997


